


士 い

，

　 ヽ
ヽ 、 ヽ

ｈ ｌ ‐
ｌ ｎ 静 ， Ｎ

謀 導 益 部 団 誌 片 こ

靱 騰 紬■
ぐ

Ｉ Ｘ ｒ 臆 汗 ～ Ｌ 牌 ＝ 情 憮 出 ｔ ，
Ｉ Ｎ

争 任 … イ ・‐ １ 嘲 」 に 驚 野 議 副 Ｗ 和

ラ ″
舛 η 〃

引
41 沖 功

罫
洋
株
ド ・
海
浄
済
肥
〕
 
状





序
　

に
　

か
　

え
　

て

中
近
世
の
本
市
は
、
西
国
街
道
を
行
き
交
う
人
々
や
、
西
国
三
十
二
所
観
音
巡
り
の
札
所
で
あ
る
勝
尾
寺
、
役
行
者
ゆ
か
り
の
瀧

安
寺
等
を
参
拝
す
る
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
様
々
な
道
が
設
置
さ
れ
、
道
筋
に
は
多
く
の
道
標
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
道
標
は
長
い
年
月
の
間
、
人
々
が
道
に
迷
う
こ
と
な
く
安
心
し
て
旅
を
続
け
る
た
め
の
大
役
を
担

っ
て
い
ま
し
た
が
、
車
社

会
の
到
来
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
り
、
撤
去
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
倒
さ
れ
て
上
の
中
に
埋
め
ら
れ
た
り
し

て
、
年
々
減
少
し
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
幸
い
に
し
て
近
年
、
街
道
や
旧
道
が

「歴
史
の
道
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
道
を
訪
ね
歩

く
人
々
が
増
え
る
に
つ
れ
、
道
標
は
再
び
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

路
傍
に
た
た
ず
む
道
標
は
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
旅
を
続
け
た
先
人
の
足
跡
の
一
端
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
訪
れ
る
人
に

「上
の
道
」
を
想
起
さ
せ
、
限
り
な
い
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

本
誌
は
、
市
内
に
残
さ
れ
た
道
標
の
集
成
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
標
を
訪
ね
て
散
策
さ
れ
る
方
の
案
内
書
に
な
る
よ
う
に
、
旧
道

に
つ
い
て
も
併
せ
て
解
説
し
て
い
ま
す
の
で
、
道
標
の
保
護
に
役
立

つ
と
と
も
に
、
古
道
を
訪
ね
歩
く
現
在
の
旅
人
の

「道
し
る
べ
」

と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
大
な
る
熱
意
を
も
っ
て
本
誌
の
作
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
、
箕
面
市
文
化
財
愛
好
会
の
皆
様
方
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
て
序
文
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
年
十
二
月

箕
面
市
教
育
委
員
会



一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

例

本
書
は
箕
面
市
文
化
財
愛
好
会
々
員
が
昭
和
五
十
四
年
か
ら
市
内
文
化
財
の
調
査
を
始
め
、
冊
子
を
作
成
す
る
に
当
り
平
成
元

年
六
月
か
ら
三
年
六
月
ま
で
に
再
調
査
し
て
確
認
し
た
道
標
八
十

一
基
の
記
録
で
あ
る
。

本
書
は
、
方
向
、
距
離
、
道
筋
を
刻
ん
だ
標
示
物
を
す
べ
て
道
標
と
し
て
記
録
し
た
。
（町
石
も
里
程
を
示
す
も
の
と
し
て
取

り
上
げ
た
。
た
だ
し
、
近
年
の
自
然
歩
道
の
標
識
や
交
通
標
識
は
除
い
て
あ
る
。
）

道
標
の
材
質
は
数
基
を
除
く
す
べ
て
が
花
自
岩
で
あ
る
の
で
、
本
文
中
で
の
標
記
は
省
い
た
。

道
標
に
刻
ま
れ
て
い
る
判
読
不
明
の
字
は
国

（欠
字
）
と
し
て
記
録
し
た
。

勝
尾
寺
の
町
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
梵
字
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
に
建
立
さ
れ
た
八
基
は
箕
面
市
史
に
金
剛
界
の
五
仏
を
表
わ

す
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
建
立
の
十
五
基
に
つ
い
て
は
、
金
剛
界
曼
茶
羅
に
含
ま
れ
て
い
る
他
の
諸
仏
を

表
わ
す
梵
字

（
も▼
＼
ラ
ン
、
為
パ
ギ
ー
ク
、
こ
尺

タ
ラ
タ
等
）
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
文
で
は
梵
字
の
書
取
り
と
読

み
方
の
み
を
記
し
た
が
、
主
尊
名
に
つ
い
て
は
勝
尾
寺
参
道
町
石

一
覧
表
に
記
載
し
た
。

実
測
図
は
す
べ
て
十
五
分
の
一
の
縮
尺
で
、
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

旧
道
、
古
道
に
つ
い
て
は
、
判
明
出
来
な
く
な
っ
た
山
道
や
、
宅
地
開
発
で
付
け
か
え
ら
れ
て
い
る
所
が
あ
る
が
、
確
認
出
来

る
範
囲
の
記
録
に
と
ど
め
た
。

ま
た
、
地
元
で
呼
ば
れ
て
い
る
名
称
を
使
用
し
た
。

現
在
個
人
所
有
又
は
旧
位
置
不
明
の
四
基

（七
八
～
八

一
）
に
つ
い
て
は
地
図
、
分
布
図
へ
の
記
載
を
省
い
た
。

「箕
面
の
道
し
る
べ
」
作
成
委
員
会



目
　
　
次

序
に
か
え
て

例

　

一百

一　
西
国
街
道

一　

京

・
ふ
し
み
へ
の
道
し
る
べ

二
　
小
野
原
～
新
田

・
山
田
道

二
　
　
し
ん
で
ん

ｏ
や
ま
だ
の
道
し
る
べ

〓
一　
勝
尾
寺
表
参
道

〓
一　
　
寄
進
標
石

四
　
　
一
一階
堂
の
道
じ
る
べ

五
　
　
一二
十
六
町
石

エハ
　
　
三
十
五
町
石

七
　
　
一二
十
四
町
石

八
　
　
一二
十
二
町
石

九
　
　
一二
十
町
石

一
〇
　
帝
釈
寺
道
の
道
し
る
べ

一
一　

二
十
六
町
石
　
・…
…
・

一
一
一　
二
十
七
町
石
　
・…
…
。

一
〓
一　
二
十
八
町
石
　
・…
…
。

一
四
　
一
一十
三
町
石
　
・…
…
・

21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 7  6  5  3  1



五
　
一
一十
二
町
石

一ハ
　
十
九
町
石

七
　
十
七
町
石

一
八
　
十
町
石

一
九
　
七
町
石

二
〇
　
一ハ
町
石

一
一
一　
五
町
石

一
ご
一　
四
町
石

一
〓
一　
三
町
石

二
四
　
一
一町
石

二
五
　
一
町
石

一
三
ハ
　
下
乗
石

四
　
勝
尾
寺
境
内

二
七
　
中
山
寺
へ
の
道
し
る
べ

二
八
　
廿
丁
石
　
・…
…
…
…
・

二
九
　
鐘
楼
横
の
道
じ
る
べ

三
〇
　
薬
師
堂
前
の
道
し
る
べ

一二
一　
奥
の
院
へ
の
道
し
る
べ

〓
〓
一　
三
階
堂
の
道
し
る
べ

〓
ご
一　
妙
見
山
道
の
道
ｔ
る
べ

三
四
　
歓
喜
天
道
の
道
し
る
べ

49 47 46 45 43 41 40 39 87 35 33 32 31 30 29 28 27 26 24 23 22



二
五
　
徳
本
寺
の
道
し
る
べ

一三
ハ
　
光
明
院
谷
へ
の
道
し
る
べ

三
七
　
箕
面

。
中
山
へ
の
道
じ
る
べ

三
八
　
一
丁
石

粟
生
間
谷
～
勝
尾
寺
道

二
九
　
山
の
国
の
道
じ
る
べ

四
〇
　
名
号
碑
前
の
町
石

四

一　
中
村
天
満
宮
の
道
し
る
べ

四
二
　
西
田
橋
畔
の
道
し
る
べ

四
三
　
十
六
丁
石

今
宮
～
勝
尾
寺
道

四
四
　
今
宮
墓
地
の
道
し
る
べ

四
五
　
今
宮
会
館
の
道
し
る
べ

四
六
　
阿
弥
陀
名
号
の
道
し
る
べ

四
七
　
ウ
ツ
ギ
谷
下
池
の
町
石

四
八
　
中
山

・
大
坂

・
帝
釈
寺
の
道
じ
る
べ

七
　
勝
尾
寺
～
谷
山
尾
根
～
如
意
谷
～
新
稲
～
中
山
道

四
九
　
勝
尾
寺

へ
の
道
し
る
べ

五
〇
　
外
院
谷
下
り
日
の
道
し
る
べ

五

一　
政
の
茶
屋

。
白
島
へ
の
三
叉
路
の
道
し
る
べ

五
二
　
白
島
の
道
し
る
べ

ハ

78 77 57 74 72 71 70 69 67 65 63 62 60 59 58 56 55 54 53 51 50



五
三
　
如
意
谷
の
道
し
る
べ

五
五
　
新
稲
の
道
じ
る
べ

五
四
　
サ
ン
プ
ラ
ザ
入
日
の
道
し
る
べ

八
　
一島
山
道

五
六
　
四
丁
石

五
七
　
五
丁
石

五
八
　
八
丁
石

九

勝
尾
寺
～
箕
面
道

一ハ
一
　

一
丁
目
石

六
一一一　
六
丁
目
石

一
〇
　
萱
野
～
箕
面
道

牧
落
～
箕
面
道

五
九
　
政
の
茶
屋
の
道
し
る
べ

六
〇
　
一二
宝
荒
神
の
道
し
る
べ

一会

一　
箕
面
公
園
の
道
し
る
べ

六
四
　
西
江
寺
の
道
じ
る
べ

六
五
　
箕
面
駅
前
の
道
し
る
べ

工全
ハ
　
箕
面
山

へ
の
道
じ
る
べ

六
七
　
一爪
。
み
の
を
の
道
じ
る
ベ

六
九
　
萱
野
三
平
墓
の
道
し
る
べ

六
八
　
萱
野
三
平
書
跡
へ
の
道
し
る
べ

1051を 1011∞ 98 97 96 95 94 98 92 91 89 88 87 86 86 85 83 82 81



七
〇
　
み
の
を
み
ち
の
道
し
る
べ

七

一　
天
神
道
の
道
じ
る
べ

七
三
　
分
水
石

一
二
　
半
町
～
箕
面
道

七
三
　
中
の
坂
の
道
し
る
べ

粟
生
間
谷
～
茨
木
佐
保
道

七
六
　
佐
甫
・
国
見
道
の
道
し
る
べ

七
五
　
桜
の
道
し
る
べ

久
安
寺
～
亀
岡
道

一
一二

一
四

一
五

そ
の
他

七
四
　
箕
面
参
り
の
道
し
る
べ

七
七
　
池
田
道
の
道
し
る
べ

七
八
　
一八
道

。
た
ん
ば
道
の
道
し
る
べ

七
九
　
池
田

・
勝
尾
寺

へ
の
道
し
る
べ

八
〇
　
亀
岡

・
ふ
く
す
み
へ
の
道
し
る
べ

八

一　

大
津
道
の
道
し
る
べ

資

料

参
考
資
料

あ
と
が
き 勝
尾
寺
参
道
町
石

一
覧
表

126125  1231221211閉 1191191181171161151141131121101081『 1∽
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西国街道

西
国
街
道

西
国
街
道
は
古
代
に
は
山
陽
道
と
よ
ば
れ
、
京
の
羅
城
門
よ

り
九
州
の
太
宰
府
に
至
る
大
路
で
、
現
在
箕
面
市
に
は
草
野
駅

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
中
世
に
な
る
と
瀬
川
は
宿
場
と
な
り
、

京
と
西
国
を
結
ぶ
近
道
と
し
て
賑
う
重
要
な
道
に
な
る
。

徳
川
幕
府
は
街
道

・
宿
場
を
整
備
し
た
が
、
そ
の
後
参
勤
交

代
の
大
名
の
入
京
を
禁
じ
た
の
で
伏
見
か
ら
山
崎
を
通
り
西
ヘ

向
う
こ
と
に
な
っ
た
。
山
崎
か
ら
西
宮
ま
で
を
山
崎
通
り
と
も

い
っ
て
い
た
が
、
京

・
西
宮
間
を
通
称
西
国
街
道
と
い
う
。

小
野
原
に
は
京
都

・
伏
見
を
示
す
街
道
の
道
標
が
あ
る
。

街
道
を
西
へ
向
う
と
粟
生
新
家
に
、
有
馬
帰
り
の
藤
原
定
家
が

は
る
か
に
勝
尾
寺
を
拝
し
た
と
明
月
記
に
書
い
て
い
る
勝
尾
寺

の
大
鳥
居
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
北
は
、
山
門
ま
で
二
十
六
町
と

い
う
町
石
の
立
つ
勝
尾
寺
の
表
参
道
で
あ
る
。

こ
の
新
家
と
西
隣
の
今
宮
の
間
が
三
嶋
郡

（旧
嶋
上

・
下
ひ

と
豊
嶋
郡
の
境
に
な
る
。
今
宮
に
は
も
と
大
阪
ま
で
四
里
二
十

丁
の
道
程
を
示
す
道
標
が
あ
っ
た
。

萱
野
に
は
街
道
が
国
道

一
七

一
号
と
、
新
御
堂
筋
線
と
が
交

叉
す
る
辺
り
に
箕
面
へ
の
道
標
が
あ
っ
た
。

蘇 ё



西国街道

北
西
に
道
を
と
る
と
聖
の
住
所
と
梁
塵
秘
抄
に
う
た
わ
れ
、
勝

尾
寺
と
と
も
に
信
仰
を
集
め
て
い
た
箕
面
瀧
安
寺
に
至
る
。

又
、
街
道
に
面
し
て
立

つ
白
壁
の
大
き
な
長
屋
門
は
赤
穂
義
士

の
一
人

・
萱
野
三
平
の
生
家
跡
で
あ
る
。
そ
の
邸
内
に
三
平
辞

世
の
句
碑
が
あ
り
、
墓
は
こ
の
南
方
の
共
同
墓
地
に
あ
る
。

牧
落
の
札
場
跡
に
は
、
「
み
の
を
」
と

「
大
阪

・
は
っ
と
り

天
神
」
へ
の
道
標
が
あ
る
。
箕
面
内
の
西
国
街
道
筋
に
は
、
新

家

・
萱
野

・
牧
落

・
半
町
瀬
川
の
四
ケ
所
上
昂
札
場
跡
が
あ
る
。

瀬
川
は
西
の
今
井
橋
を
渡

っ
て
宝
塚
か
ら
有
馬
へ
向
う
有
馬

街
道
と
、
南
に
た
ど
っ
て
昆
陽
へ
向
う
西
国
街
道
と
の
分
岐
点

で
、
古
く
か
ら
宿
駅
を
営
ん
で
き
た
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
瀬

川
だ
け
で
は
本
陣
が
維
持
で
き
な
く
な
り
、
瀬
川
半
町
立
会
駅

と
な
っ
た
。
自
動
車
教
習
所
の
西
隣
の
廃
屋
は
旧
半
町
本
陣
の

建
物
で
あ
る
。
又
、
こ
の
辺
り
は
、
太
平
記
に
書
か
れ
て
い
る

元
弘
三
年

（
一
三
二
三
）
の
赤
松
勢
が
六
波
羅
勢
を
追

っ
て
西

国
街
道
を
攻
め
上
る
瀬
川
合
戦
、
建
武
三
年

（
一
三
二
六
）
の

新
田
勢
が
足
利
勢
を
西
へ
敗
走
さ
せ
た
豊
嶋
河
原
合
戦
の
戦
場

跡
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

西
国
街
道
か
ら
北
や
南
に
折
れ
る
道
の
角
々
に
道
標
が
立

っ

て
い
た
が
、
既
に
失
わ
れ
た
も
の
も
多
々
あ
る
。

一宮
を
〕一平
い
詳

麒

『

~多



西国街道

一　
京

・
伏
見
へ
の
道
し
る
ベ
現
在
地
　
小
野
原
東
六
丁
目
七

小
野
原
の
東
の
端
に
近
い
三
叉
路
に
、
享
和
三
年

（
一
八
〇

二
）
に
建
て
ら
れ
た
西
向
き
の
道
標
が
あ
る
。
京
都

・
伏
見
ヘ

の
道
を
案
内
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
国
街
道
を
示
す
道
標
は
市

域
で
は
こ
れ
の
み
で
、
字
も
堂
々
と
し
彫
り
も
深
く
て
立
派
で

あ
る
。

弥
三
八
と
い
う
人
が
こ
の
地
の
住
人
で
あ

っ
た
の
か
街
道
の

利
用
者
で
あ

っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
信
仰
厚
い
願
主
の

旅
人
の
安
全
を
願
う
心
情
が
う
か
が
わ
れ
る
。

な
お
付
近
に
、
湊
川
に
出
陣
す
る
楠
木
正
成
が
こ
こ
で
水
を

求
め
て
賞
味
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
井
戸
が
あ
る
。
現
在
の
小
堂

の
辺
り
に
は
往
時
小
庵
が
あ
り
、
明
治
初
年
に
廃
庵
に
な

っ
た

後
は
茶
店
が
で
き
て
、
名
水
が
愛
飲
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

-3-



之
０
。又

、
村
へ
の
疫
病
や
鬼
神
の
侵
入
阻
止
を
祈
願
し
て
建
て
ら

れ
た
常
夜
燈
、
道
の
北
側
に
は
村
社
の
春
日
神
社
の
御
旅
所
が

あ
る
な
ど
、
こ
こ
は
村
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

玄０
。

-24→

-4-

トーーー23-



小野原～新田・山田道

二
　
小
野
原
～
新
田

・
山
田
道

西
国
街
道
の
小
野
原
西
の
常
夜
燈
か
ら
七
、
八
〇
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
東
を
南
へ
折
れ
る
と
、
道
は
理
照
寺
、
春
日
神
社
の
前
を

通
っ
て
児
童
遊
園
地
の
南
で
二
叉
に
分
か
れ
る
。

左
手
を
南
に
た
ど
る
と
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
で
吹
田
市
山

田
に
至
る
。
又
、
右
手
を
行
く
と
豊
中
市
古
江
台
近
辺
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
を
通
り
、
山
田
街
道
の
上
新
田
に
至
る
。

山
田
街
道
は
能
勢
街
道
の
桜
塚
辺
り
か
ら
、
熊
野
田
、
上
新

田
を
経
て
山
田
に
至
る
旧
道
で
、
こ
の
道
筋
に
は
勝
尾
寺
へ
の

案
内
の
道
標
が
数
基
あ
る
。

小
野
原
か
ら
南
に
向
う
道
は
近
年
ま
で
は
こ
の
道
の
み
で
、

西
国
街
道
の
角
に
は
道
標
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
今
は
な
い
。

-5-
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小野原～新田・ 山田道

二
　
新
田
・
山
田
の
道
し
る
べ
現
在
地
　
小
野
原
西
六
丁
目
七

小
野
原
春
日
神
社
か
ら
共
同
墓
地
へ
向
う
道
が
二
叉
に
分
か

れ
る
正
面
に
東
向
き
に
立
っ
て
い
る
。

粗
け
ず
り
で
、
新
田
、
山
田
の
方
向
の
み
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

夏
草
が
生
い
茂
る
頃
は
、
見
落
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
小
さ
な

石
柱
で
あ
る
。

耳
‐
‐
‐
‐
４８
１
１
１
１
１
１
立

k-13桝辟 19-―】
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勝尾寺表参道

〓
一　
勝
尾
寺
表
参
道

勝
尾
寺
へ
の
参
道
は
幾
筋
も
あ
る
が
、
西
国
街
道
に
面
し
て

立
つ
新
家
の
大
鳥
居
か
ら
ま
っ
す
ぐ
北
へ
、
粟
生
外
院
の
帝
釈

寺
の
横
を
過
ぎ
、
府
道
池
田

・
箕
面
線
を
横
切
り
山
へ
入
っ
て

行
く
道
が
表
参
道
で
あ
る
。
代
表
的
参
道
と
い
う
意
味
で
、
特

に
そ
う
い
う
呼
称
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
箕
面
市
史
で
は
旧

参
道
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
他
に
東
か
ら
も
西
か
ら
も
参
道

が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
表
参
道
と
い
う
言
葉
を
使

ウうノ。こ
の
道
は
、
石
の
鳥
居
を
基
点
と
し
て
山
門
ま
で
三
十
六
町
Ｈ

一
里
Ｈ
四
キ
ロ
の
距
離
で
あ
る
こ
と
を
、
町
石
が
示
し
て
い
る
。

こ
の
町
石
に
は
必
ず
梵
字
と
町
数
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
梵
字

は
金
剛
界
の
種
子
曼
奈
羅
の
各
尊
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

町
石
の
下
部
は
摩
耗
が
ひ
ど
く
判
読
し
に
く
い
も
の
も
あ
る
。

二
十
二
町
石
か
ら
十
町
石
ま
で
の
道
は
、
現
在
歩
か
れ
て
い

る
道
筋
と
は
違
い
、
少
し
西
へ
ず
れ
た
別
の
道
筋
で
あ

っ
た
。

そ
の
証
拠
に
、
そ
ち
ら
に
は
十
九
町
石
と
十
七
町
石
が
あ
り
、

清
和
天
皇
が
勝
尾
寺
へ
行
幸
さ
れ
た
折
、
行
巡
上
人
が
こ
こ
ま

で
出
迎
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
対
面
石
が
あ
る
。
旧
道
筋
と
現
道

筋
が
合
流
し
た
点
よ
り
し
ば
ら
く
北
へ
登

っ
た
所
に
十
町
石
が

あ
り
、
現
在
は
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
と
し
て
勝
尾
寺
の
門
前
に
至

る
道
祖
本

・
勝
尾
寺
街
道
を
た
ど
る
巡
礼
道
は
、
こ
の
十
町
石

付
近
に
合
流
す
る
。

三
町
石
よ
り
山
門
ま
で
直
線
の
下
り
坂
に
な
る
が
、
眼
前
の

山
腹
に
緑
と
伽
藍
の
織
り
な
す
風
景
は
、
観
音
の
慈
悲
を
求
め

て
は
る
ば
る
山
坂
道
を
登

っ
て
来
る
巡
礼
者
に
は
極
楽
浄
土
に

見
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
寺
に
残
る
古
絵
図
に
は
、　
一
町
毎
に

-7-



勝尾寺表参道

二
十
六
基
の
町
石
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
長
い
年
月
を
経
た
現

在
は
二
〇
基
し
か
数
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

鷲馳樫様ば昏



勝尾寺表参道

-9-



勝尾寺表参道

〓
一　
寄
進
標
石

現
在
地
　
粟
生
新
家

一
丁
目
三

石
の
大
鳥
居
の
右
脚
下
に
あ
り
、
花
南
岩
製
の
尖
頭
角
柱
で

町
石
と
同
じ
型
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
山
上
の
総
門
ま
で

二
十
六
町
の
町
石
を
寄
進
し
た
の
は
、
大
坂
内
淡
路
町
小
嶋
長

左
衛
門
後
室
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
標
記
し
て
い
る
。

こ
の
町
石
に
は
建
立
年
月
日
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
い

つ
建
て
ら
れ
た
も
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
。

タ

ラ

ー

ク

可
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
‐１０

貯14.5〕卜 22到
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勝尾寺表参道

四
　
二
階
堂
道
の
道
し
る
べ現
在
地
　
粟
生
新
家

一
丁
目
三

寄
進
標
石
の
隣
に
並
ん
で
立

っ
て
い
る
が
、
最
近
の
鳥
居
の

改
築
に
と
も
な

っ
て
少
し
位
置
が
移
さ
れ
た
。

法
然
上
人
が
四
国
配
流
を
と
か
れ
京
に
入
る
ま
で
の
四
年
間
を

三
階
堂
に
滞
在
さ
れ
た
の
で
、
国
光
大
師

（法
然
上
人
）
二
十

五
遺
跡
の
第
五
番
と
し
て
浄
土
宗
信
者
の
霊
場
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
標
石
も
い
つ
建
て
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
摩

耗
度
か
ら
見
て
町
石
よ
り
も
大
分
新
し
い
と
思
わ
れ
る
。

下
―
―
―
―
―
―
―
―
―
１

９８

-11-
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勝尾寺表参道

五
　
一二
十
六
町
石現
在
地
　
粟
生
新
家

一
丁
目
二

石
の
大
鳥
居
の
左
手
前
に
西
国
街
道
に
面
し
て
立

っ

て
い
る
。

以
前
は
道
端
に
ポ
ツ
ン
と
立

っ
て
い
た
が
、
鳥
居

の
改
築
に
と
も
な

っ
て
、
周
囲
を
整
備
し
て
保
護
さ

れ
て
い
る
。

長
さ
や
形
は
、
先
の
寄
進
石
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

寄
進
標
石
に
は
小
嶋
長
左
衛
門
後
室
と
あ
る
が
、

こ
の
町
石
に
は
小
嶋

（屋
）
と
屋
号
が
刻
ん
で
あ
る
。

コ

　

ク



勝尾寺表参道

エハ
　
三
十
五
町
石

現
在
地
　
粟
生
新
家
二
丁
目

一

国
道

一
七

一
号
を
北
へ
渡
る
と
右
手
の
春
日
神
社
の
参
道
の

入
口
に
庚
申
塚
と
並
ん
で
立

っ
て
い
る
。

折
損
し
た
上
部
だ
け
が
置
か
れ
て
あ
る
と
い
っ
た
様
子
で
位

置
も
少
し
移
動
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

K―-205-→引



勝尾寺表参道

七
　
一二
十
四
町
石現
在
地
　
栗
生
外
院

一
丁
目

一
六

箕
面
東

コ
ー
ポ
ラ
ス
の
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
の
植

え
込
み
の
中
に
立

っ
て
い
る
。

二
十
五
町
石
と
同
様
、
折
損
し
た
頭
部
の
み
で

位
置
も
変
更
さ
れ
て
い
る
。

-14-
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勝尾寺表参道

八
　
一二
十
二
町
石

現
在
地
　
粟
生
外
院

一
丁
目
二
〇

消
防
分
署
の
斜
め
向
い
に
立

っ
て
い
る
。
も
と

は
、
小
野
原
に
向
う
地
道
の
角
に
立

っ
て
い
た
の

で
、
位
置
が
南
に
少
し
移
さ
れ
て
い
る
。

施
主
は
小
嶋
屋
と
の
み
刻
ま
れ
て
い
る
。

辟 21.5引

-15-



勝尾寺表参道

九
　
一二
十
町
石
現
在
地
　
粟
生
外
院
二
丁
目

一
四

も
と
は
帝
釈
寺
の
東
門
の
筋
向
か
い
に
立

っ
て

い
た
よ
う
だ
が
、
道
路
工
事

で
掘
り
起

こ
さ
れ
、

真
二

つ
に
折
れ
た
ま
ま
長
ら
く
帝
釈
寺
の
塀
内
に

放
置
さ
れ
て
い
た
。
住
職
さ
ん
の
篤
志
で
、

つ
な

ぎ
あ
わ
せ
て
境
内
の

一
角
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
の

町
石
は
、
頭
部
の
先
頭
部
が
他
の
も
の
よ
り
長
い

特
徴
が
あ
る
。

訂
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
‐２

辟 22-
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勝尾寺表参道

一
〇
　
帝
釈
寺
の
道
じ
る
べ

帝
釈
寺
の
北
側
の
駐
車
場
の
入
口
に
立

っ
て
い
る
。

近
年
こ
こ
に
移
さ
れ
た
も
の
で
、
旧
位
置
が
ど
こ
か
は
わ
か

ら
な
い
。
表
示
の
方
向
か
ら
、
門
前
の
旧
道
を
西
南

へ
行

っ
た

ど
こ
か
か
と
推
測
す
る
の
み
で
あ
る
。

下
―
―
―
―
―
―
１

６０

１

‐

‐

‐

―

―

土

k-15-引

-17-



勝尾寺表参道

一
一
　

二
十
六
町
石

現
在
地
　
栗
生
外
院
大
丁
目
六

府
道
箕
面

・
池
田
線
を
横
断
し
て
北

へ
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入

っ
た
所
、
野
道
が
二
叉
に
分
か

れ
る
正
面
に
立

っ
て
い
る
。

こ
こ
は
二
十
八
町
石
が
あ
る
位
置
で
あ
る
が
、

現
在
は
二
十
六
町
石
が
建
て
て
あ
る
。

つ
ま
り
二

十
六
町
石
の
位
置
に
二
十
八
町
石
が
あ
り
、
ど
う

い
う
訳
か
入
れ
替

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

訂
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
‐‐５

辟 24→
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勝尾寺表参道

一
一
一　
二
十
七
町
石

現
在
地
　
粟
生
外
院
六
丁
目
九

参
道
の
右
手
に
立

っ
て
い
る
。

三
十
二
、
二
十
八
町
石
と
同
様
に
こ
の
町
石
も

施
主
は
小
嶋
屋
と
の
み
刻
ま
れ
て
い
る
。

平

―

ク

件 19.5-―引



勝尾寺表参道

一
〓
一　
二
十
八
町
石

現
在
地
　
粟
生
外
院
六
丁
目
六

奥
上
池
の
上
手
の
下
に
立

っ
て
い
る
。

二
十
六
町
石
と
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
こ
と
は
前
に
説
明
し
た

通
り
で
あ
る
。

場
所
、
向
き
、
距
離
等
か
ら
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
現
存
す
る

町
石
で
初
め
に
建
て
ら
れ
た
位
置
が
変
更
し
て
い
る
も
の
が
少

な
く
な
い
。

キ

リ

タ

k=-215-―】κ-16-引
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勝尾寺表参道

一
四
　
二
十
三
町
石

大
畑
下
池
の
上
手
の
前
に
立

っ
て

も
位
置
が
相
当
に
変
更
さ
れ
て
い
る

れ
る
。

い
る
。
こ
れ

よ
う
に
思
わ

k■―-22-――】



勝尾寺表参道

一
五
　
二
十
二
町
石

現
存
す
る
町
石
の
中
で
一
番
背
が
高
い
。

こ
の
道
標
の
辺
り
は
小
さ
な
平
地
に
な
っ
て
い

て
、
松
が

一
本
目
印
の
よ
う
に
立

っ
て
い
た
の
で

一
本
松
前
の
町
石
と
呼
ん
で
い
た
。
現
在
の
参
道

は
こ
こ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
北

へ
上

っ
て
い
く
が
、

本
来
の
参
道
は
こ
こ
か
ら
左
折
、
道
標
の
後
ろ
か

ら
尾
根
道
を
通
っ
て
十
町
石
の
下
に
出
る
。

キ

ャ

ー

件 21→
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勝尾寺表参道

〓
八
　
十
九
町
石

二
十
二
町
石
か
ら
左

へ
廻
り
林
の
中
を
行
く
と
左
手

に
十
九
町
石
が
あ
る
。
最
近
は
土
地
の
人
し
か
通
ら
な

く
な
り
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
っ

き
り
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

辟 21到



勝尾寺表参道

一
七
　
十
七
町
石

一
九
町
石
よ
り
ま

っ
す
ぐ
北

へ
山
道
を
行
く
と
、
左
手
に
あ

る
。
す
ぐ
横
の
木
が
大
き
く
成
長
し
て
、
そ
れ
に
推
さ
れ
て
傾

き
、
か
ろ
う
じ
て
立

っ
て
い
る
。

障―…21…一引



勝尾寺表参道

キ

リ

ー

ク
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勝尾寺表参道

一
八
　
十
町
石

現
在
の
参
道
と
合
し
て
し
ば
ら
く
北
へ
上
る
と
十
町
石
が
あ

Ｚ
Ｏ
。小

嶋
屋
寄
進
の
町
石
は
こ
こ
ま
で
で
あ

っ
て
、
こ
の
先
は
鎌

倉
時
代
に
建
て
ら
れ
た
古
い
町
石
七
基
が
あ
る
。

‐２９

卜 18-―封



勝尾寺表参道

一
九
　
七
町
石
現
在
地
　
粟
生
勝
尾
寺
山
林
七

一
林
班
る
小
班

十
町
石
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

十
町
石
ま
で
は
、
江
戸
期
の
小
嶋
屋
寄
進
の
も
の
で
あ

っ
た

が
、
こ
れ
か
ら

一
町
石
ま
で
の
七
基
と
下
乗
石
は
鎌
倉
時
代
、

宝
治
元
年

（
一
二
四
七
）
に
建
て
ら
れ
た
五
輪
塔
婆

で
あ
る
。

種
子
、
町
数
、
願
主
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
我
が
国
最
古
の
町
石

で
国
の
指
定
文
化
財
に
な

っ
て
い
る
。
七
町
石
は
頭
部
の
空
輪

と
風
輪
が
欠
け
て
い
る
。
旧
寺
域
の
南
限
、
勝
示
谷
に
建
て
る

と
文
書
に
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
こ
の
七
町
石
が

一
番
端
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

辟 21-―引
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勝尾寺表参道

二
〇
　
工八
町
石
現
在
地
　
粟
生
勝
尾
寺
山
林
七

一
林
班
る
小
班

上
部
の
空
、
風
、
火
、
水
の
四
輪
が
欠
け
、
角
柱
の
地
輪
の

み
が
残

っ
て
い
る
。

残
存
状
態
を
見
る
と
、
五
輪
は

一
石
で
作

っ
た
も
の
で
な
く

別
々
に
作
り
、
積
み
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。

タ

ラ

ー

ク

下
―
―
―
―
―
―
―
１

５
，
５

‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
―
十
里

う
♪ヽ
〆「

ギ〔

イ電

障一-21-―州



勝尾寺表参道

二

一　

五
町
石

現
在
地
　
勝
尾
寺
山
林
七

一
林
班
る
小
班

六
町
石
よ
り
丘
陵
を
登
り

つ
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

願
主
名
の
阿
閣
梨
と
い
う
の
は
、
天
台
、
真
言
宗

で
、

師
範
と
な
る
高
僧
と
さ
れ
て
い
る
。
又
、
祈
濡
を
す
る

修
験
者
の
こ
と
も
こ
う
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
町
石
も
空
、
風
、
火
、
水
の
四
輪
が
欠
け
、
地

輪
の
角
柱
の
み
で
あ
る
。

不
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
１
１
９２

-29-
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勝尾寺表参道

一
〓
一　
四
町
石
現
在
地
　
勝
尾
寺
山
林
七

一
林
班
る
小
班

総
体
に
梵
字
の
彫
り
は
深
い
の
で
良
く
読
み
取
れ
る
が
、
願

主
寄
進
名
は
彫
り
が
浅
く
、
字
が
摩
耗
し
て
い
て
読
み
難
い
。

箕
面
市
史
で
は
、
国
常
と
し
て
い
る
が
園
経
の
よ
う
に
も
読

め
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ど
う
い
う
人
物
か
は
解
ら
な
い
。

こ
れ
も
上
部
四
輪
が
欠
け
、
角
柱
の
み
で
あ
る
。

【一-21-
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勝尾寺表参道

一
〓
一　
三
町
石

現
在
地
　
勝
尾
寺
山
林
七

一
林
班
る
小
班

丘
陵
の
稜
線
を
た
ど

っ
て
い
く
と
左
手
に
三
町

石
が
あ
る
。

三
町
石
も
、
空
、
風
、
火
、
水
の
四
輪
が
欠
け

て
、
地
輪
の
角
柱
の
み
立

っ
て
い
る
。

願
主
名
は
阿
閣
梨
顛
為
と
市
史
に
は
あ
る
が
、

顕

□

と
も
読
め
る
。
下

の
字
は
摩
耗
が
ひ
ど
く

読
み
に
く
い
。

キ

リ

ー

ク

葛
―
―
―
―
―
―
―
―
―
１
９２

降―-21-



二
四
　
二
町
石
現
在
地
　
勝
尾
寺
山
林
七

一
林
班
る
小
班

三
町
石
か
ら
は
、
山
門
に
向

っ
て
北
へ
、
下
り
坂
に
な
る
。

途
中
、
帝
釈
寺
、
中
山
寺
へ
の
道
標
が
あ
る
。

二
町
石
と
、　
一
町
石
の
二
基
は
、
完
全
な
五
輪
の
卒
塔
婆
の

形
を
残
し
て
い
る
。

梵
字
は
、
正
面
に
宝
生
如
来
を
表
わ
す
タ
ラ
ー
ク
、
左
側
に

も
、
大
日
如
来
を
表
わ
す
バ
ン
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
二
面
に
刻

字
の
あ
る
の
は
他
に
な
い
。
願
主
は
市
史
に
高
像
と
あ
る
。

但
し
阿
閣
梨
高
慶
と
も
読
め
る
。

タ

ラ

ー

ク

勝尾寺表参道

k■-21-      k― ―-22→

左      正面
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勝尾寺表参道

二
五
　

一
町
石
現
在
地
　
栗
生
間
谷
二
九

一
四
番
地
の

一

山
門
ま
で
、
あ
と

一
町
の
所
に
あ
る
。

勝
尾
寺
文
書
に
、
「宝
治
元
年
十

一
月
比

（頃
）
、
町
率
都
婆

立
之
、
月
輪
ノ
梵
字
者
天
王
寺
人
書
也
。
丁
数
教
念
房
也
。
其

比
東
西
坂

一
町
ツ
ゝ
人
別

二

（下
欠
）
」
と
い
う
記
録
が
残

っ

て
い
る
の
が
こ
の
町
石
の
由
来
で
あ
る
。

建
立
宝
治
元
年

（
一
二
四
七
）
と
い
う
こ
と
は
、
文
永
二
年

（
一
二
六
五
）
に
建
て
ら
れ
た
有
名
な
高
野
山
の
町
石
よ
り
も

十
八
年
も
前
に
建
ち
、
日
本
で
一
番
古
い
町
石
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

但
し
、
門
前
の
坂
は
南
北
に
通

っ
て
い
る
の
で

「東
西
坂

一

町
ツ
ゝ
」
と
い
う
文
に
疑
問
を
も

つ
ひ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
町

石
以
外
に
あ
て
は
ま
る

「
町
卒
都
婆
」
は
見
当
た
ら
な
い
。

-33-



勝尾寺表参道
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勝尾寺表参道

一
〓
〈
　
下
乗
石

現
在
地
　
粟
生
間
谷
二
九

一
四
の
二

山
門
に
向

っ
て
右
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
に
面

し
て
立

っ
て
い
た
。
こ
れ
も
五
輪
塔
婆
で
あ

っ

た
が
上
部
が
欠
け
角
柱
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
下
乗
石
に
関
す
る
記
録
は
な
い
が
、
す

べ
て
の
様
式
が
五
輪
町
石
と
同
じ
な
の
で
同
時

に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
砂
門
慶

賢
と
刻
ん
で
あ
る
が
、
僧
と
同
じ
意
味
の
沙
門

の
こ
と
で
あ
る
。
高
野
山
の
町
石
塔
婆
百
七
十

七
町
石
に
沙
門
慶
賢
と
あ
る
が
同

一
人
で
は
な

か
ろ
う
か
。

下
乗
石
は
道
標
で
は
な
い
が
、
こ
の
側
面
に

は
そ
れ
ぞ
れ
道
案
内
の
文
字
が
追
刻
さ
れ
て
い

ＺＯ
。明

治
に
な
る
四
年
前
に
慌
た
だ
し
い
幕
末
の

年
に
、
放
置
さ
れ
て
い
た
石
に
新
し
く
文
字
を

刻
み
、
建
て
直
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

辟 22引K,一‐20引
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勝尾寺表参道

パ

ン
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勝尾寺境内

四
　
勝

尾
寺
境
内

栗
生
間
谷
二
八
八
五
の
二

勝
尾
寺
は
、
神
亀
四
年

（七
二
七
）
善
仲

・
善
算
の
兄
弟
が

草
庵
を
結
ん
だ
の
が
は
じ
ま
り
で
、
こ
の
二
師
に
つ
い
て
受
戒

し
開
成
と
名
乗

っ
た
光
仁
天
皇
の
皇
子
が
大
般
若
経
六
百
巻
を

書
写
し
、
宝
亀
六
年

（七
七
五
）
に
般
若
台
に
納
め
て
弥
勒
寺

を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
初
代
座
主
と
な
っ
た
開
成

は
、
堂
宇

・
仏
像
を
整
え
、
更
に
宝
亀
九
年
に
妙
観
が
造
像
し

た
と
い
う
十

一
面
千
手
観
音
を
安
置
し
た
と
勝
尾
寺
古
流
記
に

記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
第
六
代
座
主
行
巡
の
時
に
、
清
和
天
皇
の
病
気
平
癒

に
効
験
を
顕
わ
し
た
の
で
、
「勝
尾
寺
」
と
い
う
寺
号
を
賜
り

栄
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
寿
永
三
年

（
一
一
八
四
）

源
平
の
兵
乱
の
際
に

一
山
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
た
が
、
源
頼

朝
の
命
で
八
年
を
か
け
て
再
建
さ
れ
た
。

勝
尾
寺
は
、
本
来
山
林
修
行
の
道
場
で
あ
っ
た
が
、
第
四
代

座
主
証
如

（七
八

一
～
八
六
六
）
は
、
浄
土
教
の
先
駆
者
で
も

あ
り
、
境
内
に
念
仏
常
行
堂
を
建
て
た
。
後
に
法
然
上
人
が
寓

居
し
て
い
た
三
階
堂
で
あ
る
。

岨構欲離的雛献舛就船的益騨

①
Ｏ
③
Ｏ
⑤
④
②
④
＠
⑦
②
①
①

生
軽



勝尾寺境内

又
、
今
日
ま
で
西
国
三
十
二
番
霊
場
の
二
十
二
番
札
所
と
し

て
、
参
拝
客
で
賑

っ
て
い
る
。

観
音
信
仰
は
観
世
立塁
羅
匹が
三
十
三
の
姿
に
化
身
し
て
、
人
々

を
苦
し
み
や
悩
み
か
ら
救
う
と
あ
る
法
華
経
に
も
と
づ
く
も
の

で
あ
る
。

近
畿
地
方
を
中
心
と
す
る
観
音
霊
場
巡
り
は
、
奈
良
時
代
に

大
和
長
谷
寺
の
徳
道
上
人
が
始
め
た
と
も
い
い
、
平
安
時
代
に

花
山
法
皇
に
よ

っ
て
始
め
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、

室
町
時
代
以
降
に
庶
民
の
間
に
拡
が
り
、
江
戸
時
代

に
入
る
と
誓
願
の
成
就

・
霊
験
と
恩
寵
の
祈
願

・
贖

罪
な
ど
を
願

っ
て
巡
礼
す
る
人
々
が
多
く
な

っ
た
。

（昭
和
六
〇
年
撮
影
）



勝尾寺境内

二
七
　
中
山
寺

へ
の
道
し
る
べ

山
門
か
ら
ま

っ
す
ぐ
階
段
を
上

っ
た
正
面
広
場
の
さ
つ
き
の

植
え
込
み
の
前
に
、
南
向
き
に

一
メ
ー
ト
ル
弱
の
角
柱
が
立

っ

て
い
る
。

正
面
上
部
に
通
華
座
を
表
面
か
ら
約
四
セ
ン
チ
ほ
ど
半
円
形

に
浮
彫
り
に
し
、
そ
の
上
を
円
形
光
背
を
表
わ
す
の
か
浅
く
彫

り
く
ば
め
て
高
さ

一
六

・
五
セ
ン
チ
の
観
音
座
像
を
半
肉
彫
り

に
し
て
あ
る
。

観
音
の
右
手
首
を
右
に
指
差
し
札
所
の
方
向
を
示
し
て
い
る

の
は
珍
し
い
。

左
イ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
１
９７

件 21∋   辟 21.5刊
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勝尾寺境内

二
八
　
廿
丁
石

本
堂

へ
の
最
後
の
階
段
の
左
角
に
山
形
の
角
柱
の
道
標
が
立

っ

て
い
る
。

正
面
に

「廿
丁
　
勝
尾
寺
」
左
側
面
に

「大
阪
　
淡
」
と
彫

ら
れ
、
建
立
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
下
部
は
埋
め

込
ま
れ
て
い
て
判
明
で
き
ず
、
ど
こ
か
ら
の
丁
数
か
旧
位
置
は

ま

っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

k125翼

H生 185ギ耳
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二
九
　
鐘
楼
横
の
道
し
る
べ

鐘
楼
の
西
横
に
文
政
三
年

（
一
八
二

〇
）
の
釈
迦
誕
生
日
に
建
て
ら
れ
た
道

標
が
あ
る
。

政
の
茶
屋
か
ら
箕
面
川
に
そ
っ
て
下

り
、
滝
道
を
通
っ
て
巡
礼
道
に
で
る
道

筋
を
示
し
て
い
る
。

勝尾寺境内

-31-   -31-
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勝尾寺境内
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勝尾寺境内

三
〇
　
薬
師
堂
前
の
道
し
る
べ

本
堂
西
側
の
石
段
を
上
る
と
、
右
側
に
開
成
皇
子
作
と
伝
え

ら
れ
る
薬
師
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
た
薬
師
堂
が
あ
る
。

そ
の
前
方
に
天
保

一
四
年

（
一
八
四
三
）
九
月
に
建
立
さ
れ

た
六
字
名
号
碑
が
あ
る
。

東
面
の
名
号
の
右
側
に
は

「
み
の
ふ
た
き
こ
し
中
山
寺
」
と

方
向
を
示
す
手
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
以
前
は
境
内
か
ら
巡
礼
道

に
つ
な
が
る
小
路
が
い
く
つ
も
あ
り
自
由
に
往
来
で
き
た
。
又
、

名
号
の
左
側
に
祐
瑞
の
名
と
花
押
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の

横
の

「年
二
十
三
」
は
他
と
趣
を
異
に
す
る
。

同
面
の

「観
山
照
音
居
士
為
菩
提
」
と
南
面
の

「弥
二
郎
為

菩
提
」
と
は
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
丹
州
何
鹿
郡
私
市
邑

大
嶋
は
現
綾
部
市
西
部
と
福
知
山
市
東
部
に
ま
た
が
る
地
域
で
、

ど
ち
ら
に
も
私
市
、
大
嶋
の
地
名
が
現
存
す
る
。

な
お
、
二
九
の
鐘
楼
前
の
道
標
に
も
建
立
者
と
し
て
弥
三
郎

の
名
が
見
え
る
。
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Ｆ
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勝尾寺境内

一二
一　
奥
の
院
へ
の
道
し
る
べ

薬
師
堂
の
西
側
階
段
の
右
側
に
道
標
が
あ
り
、
東
面
上
部
に

一
四

・
三
セ
ン
チ
の
観
音
座
像
を
蓮
華
座
上
に
半
肉
彫
り
に
し

奥
の
院
へ
は
半
丁
上
る
と
案
内
し
て
い
る
。

奥
の
院
は
開
成
皇
子
が
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
を
書
写
し
、
こ

れ
を
納
め
た
と
い
う
六
角
型
の
般
若
堂
で
あ
る
。

又
、
道
標
横
の
石
積
み
の
上
に
源
頼
朝
塔
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
層
塔
、
梶
原
塔
と
伝
え
ら
れ
る
宝
億
印
塔

（永
享
三
年
銘
）

が
あ
り
、
奥
の
院
前
の
石
段
下
に
熊
谷
直
実
塔
と
い
わ
れ
て
い

る
鎌
倉
時
代
の
五
輪
塔
が
あ
る
。

*■ 16.5-J

-45-



勝尾寺境内

〓
〓
一　
三
階
堂
の
道
し
る
べ

不
動
堂
の
横
に
三
階
堂

へ
の
大
き
な
道
標
が
あ
る
。
三
階
堂

は
、
勝
尾
寺
に
於
け
る
浄
土
教
の
確
立
者
で
あ
る
第
四
代
証
如

上
人
の
草
庵
で
あ

っ
た
。

浄
土
宗
の
開
祖
法
然
上
人

（国
光
大
師
）
が
流
罪
を
許
さ
れ

て
都

へ
帰
る
ま
で
の
足
か
け
四
年
間
こ
の
堂

に
籠

っ
た
の
で
、

後
世
の
浄
土
宗
の
信
徒
は
法
然
の
徳
を
慕

い
、
御
遺
跡
と
し
て
第
五
番
札
所
三
階
堂

と
名
付
け
、
浄
土
欣
求
の
道
場
と
考
え
た

面

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

K―――-30.5-洋 30.5-
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勝尾寺境内

〓
〓
一　
妙
見
山
道
の
道
し
る
べ

三
階
堂
の
東
前
に
文
政
二
年

（
一
八

一
九
）
建
立

の
能
勢
妙
見
山

へ
の
道
標
が
立

っ
て
い
る
。

山
越
え
で
妙
見
に
参
詣
し
て
中
山
寺

へ
と
巡
礼
し

た
人
達
も
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

北
面
と
東
面
に
妙
見
道
開
通
に
関
す
る

「新
妙
見

道
之
誌
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
三
階
堂
の
前
を
通
り

東
北

へ
、
高
山
を
経
て
妙
見

へ
向
う
新
道
が
開
設
さ

れ
て
、
通
行
や
運
搬
に
大
変
な
利
便
を
も
た
ら
し
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

新

妙

見

迫

之

誌

蓋
剛
路
若
炭
眈
猫
病
央

況
童
携

而
過
子
従
頂
峰
到
子
高

山
之
古
跳

最
喰
岨
也

　

来
氏
若
披
最
新
作
平
坦
之
迫
焉
是
無
他
及
仁

だ
漆
牛

烏

之
分

也

唸

誰

不
好

斯

基

哉

乃
人

人
誌

之

千

哉

之

下
≡
ホ

史
政

二
年
こ
卯
九
月
　
来
甲
樹
之

-47-
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勝尾寺境内
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勝尾寺境内

三
四
　
歓
喜
天
道
の
道
じ
る
べ

薬
師
堂
の
東
隣
の
転
輪
蔵
裏
に
二
基
の
道
標
が
置
い
て
あ
る
。

そ
の
一
基
は
大
正
十
四
年
に
噺
家
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
旧
位
置
は
不
明
で
あ
る
。

勝
尾
寺
の
小
島
貫
主
に
よ
る
と
、
江
戸
中
期
に
歓
喜
天
信
仰

に
造
詣
の
深
か
っ
た
以
空
上
人
が
、
開
成
皇
子
の
墓
所
の
あ
る

最
勝
ケ
峰
の
南
麓

（勝
尾
寺
境
内
の
西
）
の
滝
谷
に
大
聖
歓
喜

天
を
ま
つ
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

r18.5-→斗辟 18→

-49-



勝尾寺境内

二
五
　
徳
本
寺
の
道
じ
る
べ

歓
喜
天
道
の
道
標
と
並
ん
で
徳
本
寺
へ
の
道
標
が

置
い
て
あ
る
。
コ
一十
け
ん
お
く
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
が
、
旧
位
置
は
不
明
で
あ
る
。

徳
本
上
人
は
江
戸
後
期
の
浄
土
宗
の
代
表
的
念
仏

行
者
で
勝
尾
寺
松
林
庵
に
滞
在
し
て
修
行

。
布
教
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
上
人
独
特
の
書
体
に
よ
る

六
字
名
号
碑
が
各
地
に
残

っ
て
い
る
。

岸-21,5¶

-50-



勝尾寺境内

一量
〈
　
光
明
院
谷
へ
の
道
し
る
ベ

山
門
の
移
築
工
事
の
た
め
現
在

（
一
九
九

一
。
四
）
は
宝
物

館
の
横
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
山
門
の
外
、
西
側
に

立

っ
て
い
た
。

門
の
前
の
道
を
東

へ
、
左
折
し
て
遊
園
地

へ
向
う
途
中
の
左

手
の
小
高
い
と
こ
ろ
に
光
明
天
皇
七
七
忌
七
重
塔
が
立

っ
て
い

Ｚυ
。光

明
天
皇
は
足
利
尊
氏
に
擁
立
さ
れ
た
北
朝
第
二
代
の
天
皇

で
激
動
の
時
代
に
在
位
十
二
年
、
勝
尾
寺
で
崩
御
さ
れ
た
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
光
明
院
谷
の
七
重
の
塔
は
あ
る
時
期
に
は

御
陵
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
京
東
伏
見
の
大
光
明
寺
に
光
明
院

陵
が
あ
る
の
で
こ
の
塔
は
四
九
日
供
養
塔
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ＺＯ
。
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勝尾寺境内
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勝尾寺境内

三
七
　
箕
面

。
中
山

へ
の
道
じ
る
べ

山
門
か
ら
階
段
を
上

っ
て
い
く
と
、
正
面
広
場
の
右
手
に
老

朽
化
し
た
旧
本
坊
の
上
塀
が
見
え
る
。
江
戸
末
期
に
勝
尾
寺
内

に
あ

っ
た
二
十
二
院
の

一
つ
、
小
池
院
で
、
他
が
廃
絶
し
て
し

ま

っ
た
後
、
本
坊
と
な

っ
て
い
た
。

解
体
が
始
ま

っ
た

（
一
九
九

一
年
夏
現
在
）
建
物
の
裏
手
の

積
み
重
な

っ
た
石
柱
の
中
に
、
二
基
の
道
標
を
見

つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

力
強
い
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
の
道
標
は
、
勝
尾
寺
案
内
の

写
真
で
お
な
じ
み
の
も
の
で
、
古
く
は
旧
本
坊
の
土
塀
を
背
に

立

っ
て
い
た
ら
し
い
。

あ静

方
ヤ実

辟 16-ど引障―…21-
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勝尾寺境内

三
八
　
一
丁
石

旧
本
坊
裏
手
に

（三
七
）
の
道
標
と
並
ん
で

保
存
さ
れ
て
い
た
。

上
部
に
舟
型
の
光
背
が
き
れ
い
な
弧
を
描
い

て
深
く
彫
り
く
ば
め
ら
れ
、
地
蔵
菩
薩
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。　
一
丁
と
刻
ま
れ
て
お
り
、

境
内
に
保
存
し
て
あ
る
の
で
、
旧
位
置
は
寺
の

付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
全
く
わ

か
ら
な
い
。

κ-13-引

一

Ｔ

K―…18-―引
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粟生間谷～勝尾寺道

五
　
粟
生
間
谷
～
勝
尾
寺
道

府
道
茨
木
能
勢
線
の
山
の
ロ
バ
ス
停
か
ら
ま
っ
す
ぐ
北
へ
向

う
と
勝
尾
寺
川
の
支
流
で
あ
る
裏
川
に
か
か
る
橋
の
西
詰
め
に

出
る
。
こ
の
道
は
大
阪
府
誌
に
勝
尾
寺
街
道
と
記
さ
れ
て
い
る
巡
礼

道
で
あ
る
。
西
国
二
十
二
番
総
持
寺
よ
り
道
祖
本
街
道
を
た
ど
っ

て
箕
面
市
粟
生
間
谷
の
川
合
集
落
に
入
る
。
こ
こ
か
ら
勝
尾
寺

川

上
晏
川
ぞ
い
に
上
る
と
こ
の
山
の
日
に
至
る
。

橋
の
畔
を
左
に
折
れ
る
と
数
基
の
石
塔

・
石
仏
が
並
べ
て
祀
っ

て
あ
る
中
に
勝
尾
寺
の
道
標
が
あ
る
。
地
蔵
の
祠

・
人
形
浄
瑠

璃
竹
本
直
太
夫
の
墓
等
が
建
て
ら
れ
て
い
る
細
い
旧
道
は
ま
も

な
く
府
道
に
行
き
当
る
。
勝
尾
寺

へ
は
交
差
点
を
渡
り
中
村
天

満
宮
に
そ

っ
て
北

へ
、
楠
神
社

・
奥
自
治
会
館
の
北
側
を
西

へ

向

っ
て
再
び
府
道
に
出
会
う
所
が
西
田
橋
で
、
こ
こ
か
ら
は
勝

尾
寺
川
に
そ

っ
て
上
り
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
に
祀
ら
れ
る
椿
の

地
蔵
付
近
か
ら
山
中
に
入
り
険
し
い
山
道
を
登

っ
て
表
参
道
の

十
町
石
付
近
に
合
流
す
る
。

現
在
は
舗
装
さ
れ
た
府
道
が
通
り
、
旧
道
は
草
深
く
埋
れ
て

そ
の
面
影
は
消
え
失
せ
て
し
ま

っ
た
。
府
道
に
ポ
ツ
ン
と
立

つ

丁
石
と
地
蔵
は
谷
川
ぞ
い
の
旧
参
道
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

時襲４中味ｋ軒



粟生間谷～勝尾寺道

二
九
　
山
の
日
の
道
し
る
べ
現
在
地
　
粟
生
間
谷
東
五
丁
目
四

橋
の
西
詰
め
に
あ
っ
た
水
車
小
屋
は
、
地
域
の
共
同
精
米
所

と
な
っ
て
昔
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
そ
の
隣
に
庚
申

塔
や
石
仏
が
十

一
基
並
ん
で
立

っ
て
い
る
。
河
川
改
修
の
際
に
‐

集
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
端
に
立

つ
道
標
は
、
遥
か
遠
い
筑

前
博
多
か
ら
六
十
六
部
と
し
て
回
国
し
て
い
た
人
が
、
亡
き
人

の
追
善
供
養
の
た
め
文
化
十
五
年

（
一
八

一
八
）
観
音
菩
薩
に

祈
願
し
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
十
六
部
と
は
法
華
経
を
書
写
し
て
日
本
六
十
六
ケ
国
を
遍

歴
し
、
そ
の
霊
場
に
一
部
ず
つ
納
め
て
歩
く
行
脚
僧
の
こ
と
で

あ
る
。

-25→障=―-25-
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粟生間谷～勝尾寺道



粟生間谷～勝尾寺道

四
〇
　
名
号
碑
前
の
町
石現
在
地
　
粟
生
間
谷
東
五
丁
目
四

山
の
日
の
交
叉
点
よ
り
中
村
の
天
満
宮

へ
向
う
途
中
に
高
さ

ニ
メ
ー
ト
ル
余
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
碑
が
立

っ
て
お
り
、

そ
の
基
部
に
道
路
舗
装
面
か
ら
わ
ず
か
に
角
柱
の
頭
部
が
の
ぞ

い
て
い
る
。

十
の
字
だ
け
が
読
み
と
れ
る
が
、
二
字
目
か
ら
は
埋
没
し
て

い
て
不
明
。
町
数
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
続

く
町
石
は
付
近
に
見
当
ら
な
い
。

∩:
K-14-醤
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粟生間谷～勝尾寺道

四

一　

中
村
天
満
宮
の
道
じ
る
べ

現
在
地
　
粟
生
間
谷
西
三
丁
ロ
二
三

天
満
宮
境
内
の
北
西
の
隅
に
上
部
を
欠
い
た
小
さ
な
角
柱
の

道
標
が
あ
る
。
西
国
二
十
二
番
総
持
寺
か
ら
二
十
二
番
勝
尾
寺

へ
の
巡
礼
道
を
示
し
て
い
る
。

南
面
に

「右
か
ち
を
う
じ
」
と
あ
る
の
で
現
位
置
で
は
不
適

当
で
あ
り
、
も
と
は
天
満
宮
南
の
三
叉
路
の
北
西
の
角
に
現
南

面
を
東
向
き
に
、
右
側
面
の

「
左
そ
う
じ
寺
」
を
北
向
き
に
し

て
立

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

k―-18-引      洋 14-メ
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粟生間谷～勝尾寺道

四
二
　
西
田
橋
畔
の
道
じ
る
べ

現
在
地
　
栗
生
間
谷
西
五
丁
目

一
三

西
田
橋
の
東
詰
め
に
高
さ

一
九
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
角
柱
の
道

標
が
立

っ
て
い
る
。

現
在
は
南
面
に

「
す
ぐ
そ
を
ぢ
じ
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、

方
向
が
あ

っ
て
い
な
い
。
も
と
は
府
道
を
東

へ
横
切

っ
た
旧
道

の
北
角
に
現
南
面
を
西
に
向
け
、
現
東
面
の

「
勝
尾
寺
是

ヨ
リ

廿
二
丁
」
を
南
に
向
け
て
建
て
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

年
号
は
か
す
か
に
大
正
と
読
み
取
れ
、
九
年
に
建
立
さ
れ
て

い
る
。
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粟生間谷～勝尾寺道

弟
す
ス
ろ
か
紘
与
Ｔ

イ
ム
ヽ
　

え
古
屋
ヤ
カ
臼
塩
町

Ｘ

ｔ

，

じ

　

　

仔

な

Й

炊

午

力
月
え
Ｌ

-29.5→-29.5- -29-

-61-



粟生間谷～勝尾寺道

四
三
　
十
六
丁
石

旧
勝
尾
寺
街
道
は
現
在
の
府
道
茨
木
能
勢
線
の
西
側
を
流
れ

る
勝
尾
寺
川
に
そ

っ
て
山
中
に
入
り
、
こ
の
丁
石
の
辺
り
か
ら

川
を
西
側
に
渡

っ
て
山
を
登

っ
て
行

っ
た
も
の
で
、
地
元
の
人

の
話
で
は
道
標
の
よ
う
な
も
の
が
何
基
か
あ

っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
丁
石
も
そ
の
中
の

一
基
と
思
わ
れ
る
。

件 20-
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今宮～勝尾寺道

エハ
　
今
宮
～
勝
尾
寺
道

大
坂
か
ら
神
崎
川
を
舟
で
渡
り
、
上
新
田
、
今
宮
を
経
て
山

中
を
勝
尾
寺
へ
向
う
こ
の
コ
ー
ス
は
、
大
坂

・
勝
尾
寺
の
最
短

距
離
で
あ
る
。

途
中
の
千
里
丘
陵
は
以
前
は
丘
や
小
山
が
累
々
と
続
き
そ
の

優
雅
な
景
色
を
寝
山
と
云
っ
た
が
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
造
成

に
よ
っ
て
す
っ
か
り
様
相
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
わ
ず
か
に

昔
の
面
影
を
残
す
上
新
田
に
勝
尾
寺
を
示
す
道
標
四
基
が
残

っ

て
い
る
。

今
宮
か
ら
北

へ
は
西
国
街
道
、
国
道

一
七

一
号
を
渡
り
、
石

丸
の
為
那
都
比
古
神
社
の
南
側
を
東

へ
折
れ
、
尺
下
池
を
廻

っ

て
北

へ
、
外
院
三
丁
目
の
青
松
園
の
東
の
道
を
た
ど

っ
て
山
道

に
入

っ
て
行
く
。
外
院
谷
道
の
途
中
ウ
ツ
ギ
全
卜
池

（奥
の
池
）

の
東
を
通

っ
て
谷
道
を
登

っ
て
い
く
と
道
標

（
五
〇
）
（
四
九
）

が
あ
り
、
更
に
木
立
の
中
で
シ
ラ
ミ
地
蔵
と
よ
ば
れ
る
大
き
な

石
仏
に
出
会
う
。
急
勾
配
の
山
道
を
た
ど
る
と
表
参
道
の
二
町

石
と
三
町
石
の
間
に
合
流
す
る
が
、
今
は
こ
の
山
道
は
確
か
め

に
く
い
。

織
助
ぼ
４
亀
橋

鈍
斬
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今宮～勝尾寺道
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今宮～勝尾寺道

四
四
　
今
宮
墓
地
の
道
し
る
べ現
在
地
　
西
宿
三
丁
目

一
六

今
宮
墓
地
の
北
東
の
隅
に
南
向
き
に
立

っ
て
い
る
。

上
部
に
は
宝
珠
を
両
手
で
持

つ
妙
憧
地
蔵
菩
薩
座
像
を
浮
き

彫
り
に
し
、
下
部
は
勝
尾
寺
と
池
田
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。

墓
地
周
辺
も
住
宅
街
と
な
り
景
色
が
変
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。

現
在
わ
ず
か
に
残

っ
て
い
る
竹
藪
も
、
近
々
、
豊
中

・
小
野
原

間
の
自
動
車
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
そ
の
姿
を
消
す
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
道
標
は
墓
地
内
に
あ
る
の
で
そ
の
難
を
免
れ
る
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
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今宮～勝尾寺道

四
五
　
今
宮
会
館
の
道
し
る
べ
現
在
地
　
今
宮
二
丁
目
七

今
宮
会
館
横
の
植
え
込
み
の
中
に
立

っ
て
い
る
。

も
と
は
会
館
の
前
に
あ
る
沼
田
池
の
南
、
新
田
を
経
て
大
阪

へ
向
う
旧
道
の
三
叉
路
の
辺
り
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
道

路
整
備
の
際
に
現
在
地
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
文
字

の
彫

り
は
浅
い
が
、
整

っ
た
書
体
で
保
存
状
態
も
良
い
。

粟
生
間
谷
の
本
成
寺
裏
に
あ
る
道
標
が

「山
道
」
を
示
し
て

い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
「野
道
」
を
示
し
て
い
る
の
は
、

い

か
に
も
昔
の
周
囲
の
状
況
が
し
の
ば
れ
る
。

４
１

１

１

１

１

１

１

７６

‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
土
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今宮～勝尾寺道

四
六
　
阿
弥
陀
名
号
の
道
じ
る
べ

現
在
地
　
西
小
路
三
丁
目

一
〇

も
と
は
今
宮
二
丁
目
四
の
西
国
街
道
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

久
し
く
側
溝
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
が
、
道
路
修
理
の
際
に
掘

り
あ
げ
ら
れ
た
の
を
偶
然
に
見
つ
け
資
料
館
に
保
存
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
途
中
で
折
れ
て
文
字
が
最
後
ま
で
読
み
取
れ

な
い
が
、
「左
大
坂
」
と
刻
ん
で
あ
る
面
が
東
に
向
い
て
い
た

の
と
思
わ
れ
る
。
小
さ
い
も
の
で
あ
る
が
、
六
字
の
名
号
以
下

四
面
共
に
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

旧
位
置
に
は
大
き
な
も
ち
の
木
の
根
元
に
青
面
金
剛
の
石
塔

と
石
燈
籠
が
あ
り
、
道
標
に
示
し
て
あ
る
通
り
に
南
へ
行
く
と
、

細
い
道
は
蛇
行
し
な
が
ら
、
（
四
三
）
（
四
二
）
の
道
標
を
見

つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

辟 14引
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四
七
　
ウ
ツ
ギ
谷
下
池
の
町
石

ウ
ツ
ギ
谷
下
池

（奥
の
池
）
東
ぞ
い
の
道
端
の
右
手
に
、
西

向
き
に
立

つ
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
町
石
が
あ
る
。

道
標
上
部
に
は
種
子

「
％
民
ア
ン
」
が
陰
刻
さ
れ
て
い
て
、

下
部
に
十
三
町
と
あ
る
の
は
こ
こ
か
ら
勝
尾
寺
ま
で
の
道
程
と

考
）各
り
れ
る
。

ィ

ー

ー

ー

ー

１

５０

１

１

１

１

‐

圭
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今宮～勝尾寺道

四
八
　
中
山

ｏ
大
坂

・
帝
釈
寺
へ
の
道
じ
る
べ

現
在
地
　
粟
生
勝
尾
寺
山
林
七

一
林
班
る
小
班

勝
尾
寺
表
参
道
の
二
町
石
と
二
町
石
の
間
に
あ
る
。

こ
の
道
標
の
右
側
か
ら
裏
側
へ
ま
わ
る
と
藪
の
中
を
わ
ず
か

に
開
い
て
山
道
が
西
の
方
へ
の
び
、
さ
ら
に
谷
を
下

っ
て
行
く

と
木
立
の
中
に
大
き
な
、
し
か
も
傷
だ
ら
け
の
地
蔵
が
見
え
る
。

土
地
の
人
は
シ
ラ
ミ
地
蔵
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
こ
か
ら
右

へ
行
く
と
外
院
谷
下
り
回
の
三
叉
路
に
あ
る

（五
〇
）
の

「右
中
山
」
「左
大
坂
」
の
道
標
に
つ
な
が
り
、
ウ

ツ
ギ
谷
下
池
方
面
か
ら
今
宮
へ
、
あ
る
い
は
白
島
へ
で
る
道
筋

を
案
内
し
て
い
る
。

左
の
道
は
表
参
道
で
、
七
町
石
を
経
て
帝
釈
寺
へ
至
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
六
字
名
号
の
下
部
に
刻
ま
れ
て
い
る
願
主
の

名
は
現
在
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

（四
六
）
の
道
標
と
同

じ
で
あ
る
。

■

降15.5〕冷15.5〕
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七
　
勝
尾
寺
～
谷
山
尾
根
～

如
意
谷
～
新
稲
道

西
国
二
十
二
番
勝
尾
寺
よ
り
二
十
四
番
中
山
寺
へ
の
巡
礼
道

は
幾
筋
か
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

勝
尾
寺
表
参
道
の
二
町
石
と
二
町
石
の
間
に

（
四
八
）
の

「右
中
山
又
大
坂
み
ち
　
左
た
い
し
ゃ
く
」
の
道
標
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
右
の
道
を
と
る
と
シ
ラ
ミ
地
蔵
の
前
に
出
る
。

又
、
七
町
石
の
手
前
で
表
参
道
か
ら
右
へ
入
る
と
、
森
の
中

を
な
だ
ら
か
に
下

っ
て
行
く
自
然
の
道
で
、
八
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
木
立
の
中
に
シ
ラ
ミ
地
蔵
が
立

っ
て
い
る
。
こ
こ
で

（四

八
）
の
道
標
よ
り
下

っ
て
く
る
道
と
合
す
る
。

こ
こ
か
ら
南
へ
一
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
途
中
小
さ
く
折

れ
た
道
標
な
ど
も
あ

っ
て
ほ
ど
な
く
三
叉
路
に

「
右
中
山
」

「左
大
坂
」
と
示
さ
れ
た
道
標
が
あ
る
。

左
は
外
院
谷
を
下
リ
ウ
ツ
ギ
谷
下
池

（奥
の
池
）
の
東
側
を

通
っ
て
外
院
に
通
じ
る
。

右
は

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
三
叉
路
に
道
標
が
あ
る
。

右
手
を
行
く
と
勝
尾
寺
か
ら
箕
面
の
滝

へ
向
う
道
に
至
り
、

左
手
は
谷
山
尾
根
を
通
り
、
白
島
の
愛
宕
堂
の
脇
に
で
る
。
境
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内
に
水
神
の
小
さ
な
祠
が
あ
る
。
通
称
白
姫
神
社
と
い
い
、
最

近
は
大
阪
の
粋
筋
の
信
者
が
多
く
な
り
、
仲
々
の
賑
い
で
あ
る
。

道
は
池
と
池
の
間
を
通
り
唐
子
川
を
渡
る
と
山
中
の
巡
礼
道

も
や
っ
と
人
里
近
く
な
る
。
老
人
ホ
ー
ム
の
南
を
通
る
府
道
箕

面

。
池
田
線
と
合
し
西
へ
向
う
と
宝
珠
院
の
東
側
を
北
か
ら
南

へ
横
断
す
る
旧
道
が
あ
る
。
北
の
山
側
に
大
宮
寺
が
あ
り
、
そ

の
奥
に
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
る
医
王
岩

（薬
師
岩
）
と
よ
ば

れ
て
い
る
巨
岩
が
あ
る
。

南
へ
折
れ
る
と
巡
礼
道
の
道
標
が
あ
り
中
山
ま
で
三
里
と
案

内
が
あ
る
。
如
意
谷
、
平
尾
と
西
へ
向
い
、
北
向
き
地
蔵
の
前

を
過
ぎ
る
と
箕
面
の
中
心
街
に
入
る
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
西
南
角

に
以
前
立

っ
て
い
た
分
水
石
と
並
ん
で
中
山
ま
で
二
里
半
と
い

う
道
標
が
あ
っ
た
。
現
在
は
阪
急
電
車
の
ホ
ー
ム
で
道
は
分
断

さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
巡
礼
道
は
ま
っ
す
ぐ
西
へ
の
び
る
。

箕
面
川
に
か
か
る
仰
箕
橋
を
渡

っ
て
徳
尾
の
巡
礼
地
蔵
の
前

を
通
り
、
新
稲
の
旧
村
に
入
る
と
愛
宕
堂
の
前
の
側
溝
に
中
山

へ
二
里
と
い
う
道
標
が
あ
り
、
道
は
畑

（池
田
）
へ
と
続
く
。

紛岳√
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四
九
　
勝
尾
寺
へ
の
道
し
る
べ

表
参
道
六
町
石
か
ら
七
町
石
へ
の
途
中
を
右
に
折
れ
て
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
程
西
南
へ
下

っ
て
行

っ
た
所
に
あ
る
こ
の
道
標
、

注
意
し
な
い
と
見
過
ご
し
そ
う
だ
が
、
道
の
西
側
に
石
の
頭
部

だ
け
が
見
え
、
下
部
は
石
に
は
さ
ん
で
セ
メ
ン
ト
で
固
め
ら
れ

て
い
る
。
「右
か
」
と
だ
け
読
め
る
が
、
右

へ
行
く
と
勝
尾
寺

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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五
〇
　
外
院
谷
下
り
日
の
道
し
る
べ

外
院
谷
下
り
回
の
三
叉
路
に
北
向
き
に
立

っ
て
い
る
。

「左
大
坂
」
は
急
勾
配
の
外
院
谷
を
下
り
、
ウ
ツ
ギ
下
池
を

経
て
外
院
へ
、
「右
中
山
」
は
西
へ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
道

標
が
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
尾
根
道
を
白
島
方
面
へ
向

っ
て
下
り

中
山
寺
へ
向
う
巡
礼
道
を
示
し
て
い
る
。

錫
杖
を
持

っ
た
地
蔵
菩
薩
立
像
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
力
強

い
彫
り
の
字
に
、
険
し
い
山
中
道
の
安
全
を
祈
る
心
が
読
み
と

れ
る
よ
う
で
あ
る
。

下
―
―
―
―
‐
―
―
―
１
６６
１
１
１
１
１
１
１
圭

左

兆
大
坂
食
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五

一　
政
の
茶
屋
、
白
島
へ
の
三
叉
路
の
道
し
る
ベ

こ
の
道
標
の
南
面
に

「右
か
ち
を
じ

へ
七
丁
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
の
は
白
島
方
面
か
ら
上

っ
て
来
た
人
に
勝
尾
寺

へ
の
道
程

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
左

へ
折
れ
る
と
山
間
の
林
道
で
、
谷

筋
を
た
ど

っ
て
、
政
の
茶
屋
～
勝
尾
寺
の
中
間
あ
た
り
に
出
る
。

馬
頭
観
音
菩
薩
像
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
の
道
標
は
、

尼
に
な

っ
た
人
が
近
親
者
の
供
養
の
た
め
に
建
て
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

下

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

７ ０

１

１

１

１

‐

‐

‐

‐

立
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五
二
　
白
島
の
道
じ
る
ベ

現
在
地
　
坊
島
五
丁
目

一
一

こ
の
道
標
は
白
島
の
医
王
岩
や
大
宮
寺
の
南
、
府
道
箕
面

・

池
田
線
を
横
切

っ
て
旧
道
に
入
り
右
折
す
る
三
叉
路
の
、
坊
島

と
白
島
の
境
に
ポ
ツ
ン
と
立

っ
て
い
る
。

上
部
に
縦
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
船
型
光
背
を
彫
り
く
ば
め
た

中
に
観
音
立
像
が
浮
き
彫
り
に
し
て
あ
る
。
文
化
三
年

（
一
八

六
三
）
丹
後
の
国
の
兵
助
と
い
う
人
の
寄
進
で
あ
る
が
、
西
面

の

「左
勝
尾
寺
」
の
勝
尾
寺
が
現
名
称
の
漢
字
で
刻
ま
れ
て
い

ＺＯ
。又
、
北
面
の

「右
中
山
寺
」
の
下
の

「
三
り
」
は
他
の
字
と

異

っ
て
彫
り
が
浅
く
線
も
弱
々
し
く
、
後
に
彫
り
加
え
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
箕
面
市
内
で
、
建
立
時
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
数
少
な
い
道
標
の
一
つ
で
あ
る
。

下
―

―

―

―

―

１

６４

１
１

１

１

１

１

１

立

右　　　　　　　　　　中

左
田円日日田脚爛四脚
中
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五
一【一　
如
意
谷
の
道
し
る
べ
現
在
地
　
如
意
谷
二
丁
目
五

太
春
寺
の
南
を
通
る
狭
い
旧
道
の
土
手
に
寄
り
添
う
よ
う
に

小
さ
な
道
標
が
立

っ
て
い
る
。

南
面
に

「左

ハ
中
山
」
と
彫
ら
れ
て
あ
り
、
先
の
白
島
の
道

し
る
べ
か
ら
平
尾

・
新
稲
を
通

っ
て
中
山
寺

へ
向
う
巡
礼
道
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｔ

‐

‐

‐

‐

４２

‐

‐

‐

‐

並

左
∩隅円旧咽Ｎψ
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五
四
　
サ
ン
プ
ラ
ザ
入
日
の
道
し
る
べ現
在
地
　
箕
面
六
丁
目
三

こ
の
自
然
石
の
道
標
は
、
も
と
は
こ
こ
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
南

の
用
水
の
分
岐
点
に
あ

っ
た
分
水
石
と
共
に
、
昭
和
五
二
年
、

市
街
地
再
開
発
ビ
ル
建
設
の
と
き
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
西
入
口
に
移

さ
れ
た
。

箕
面
川
か
ら
引
い
た
流
れ
は
中
の
坂
か
ら
南

へ
下
り
、
こ
の

建
物
の
南
西
の
角
で
牧
落
と
東
の
芦
原
池

へ
と
分
か
れ
、
そ
の

流
れ
の
真
ん
中
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
分
水
石

（七
二
）
と

よ
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
牧
の
荘
四
至
の
標
石
と
並
ん
で
巡
礼
道

の
道
標
が
あ
り
、
ま

っ
す
ぐ
歩
い
て
三
里
半
で
中
山
寺
に
行
け

る
こ
と
を
案
内
し
て
い
る
。

＼

垂綱
31.5

-―    
均 凸↓
71~
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勝尾寺～谷山尾根～如意谷～

五
五
　
新
稲
の
道
し
る
べ

現
在
地
　
新
稲
五
丁
目
七

巡
礼
道
を
村
の
中
ほ
ど
ま
で
行
く
と
、
左
側
の
民
家
の
塀
に

そ
っ
て
巡
る
溝
の
角
に
自
然
石
の
道
し
る
べ
が
、
東
向
き
に
立

っ

て
い
る
。
正
面
の
梵
字

「
，１〈

サ
」
は
、
観
王
呈
口薩
を
表
わ
し
、

「右
中
山
道
　
中
山

へ
二
里
　
池
田
へ
十
五
丁
」
と
刻
ま
れ
て

い
て
西
国
二
十
四
番
中
山
寺

へ
向
う
霊
場
巡
り
の
道
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

巡
礼
の
旅
の
安
全
を
願

っ
て
新
稲
の
村
人
が

「
元
禄
四
年
九

月
吉
日
」
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
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勝尾寺～谷山尾根～如意谷～
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八
　
一島
山
道

中
の
坂
を
上

っ
た
所
に
西
江
寺
が
あ
る
。
寺
の
駐
車
場
に
か

つ
て

一
丁
石
の
道
標
が
あ

っ
た
。
土
地
の
産
物
を
積
ん
で
下

っ

て
来
た
高
山
の
人
達
は
、
今
も
こ
こ
に
枝
を
張
る
桜
の
木
に
牛

を

つ
な
い
で
、
平
尾
の
村

へ
売
り
に
出
た
と
い
う
。

通
称
高
山
道
は
、
中
の
坂
か
ら
西
江
寺
２
異
山
を
通
り
、
政

の
坂
を
経
て
、
高
山
の
集
落
に
至
る
道
で
あ
る
。
今
は
行
方
の

わ
か
ら
な
い

一
丁
石
に

「是
よ
り
峠
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
そ

う
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
急
勾
配
の
山
道
で
あ
る
。

政
の
坂
よ
り
先
は
ダ
ム
建
設
で
道
は
途
絶
え
、
新
し
い
ド
ラ

イ
ブ
ウ
エ
ー
で
迂
回
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

又
、
政
の
茶
屋
近
辺
の
道
標
の
指
示
通
り
、
川
に
沿

っ
て
上

っ

て
い
く
と
勝
尾
寺
に
到
着
す
る
の
で
、
途
中
ま
で
は
勝
尾
寺
の

参
詣
道
で
も
あ
る
。
従

っ
て
丁
石
が
、
高
山

へ
の
道
標
で
あ
る

の
か
、
勝
尾
寺

へ
の
道
標
で
あ
る
の
か
は
、
現
状
で
は
判
断
し

か
ね
る
。

高
山
は
、
キ
リ
ン
タ
ン
大
名
高
山
右
近
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
。

高山道

こ焼 主 t鳴

至貨諷挑立や

也中亀園線①齢 美nド
ラげ
"け

)

ど

①

働
'こ

手

麟 お
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高山道

五
六
　
四
丁
石

現
在
地
　
箕
面
二
丁
目

西
光
寺
全
異
山
を
上
り
、
右
に
住
宅
街
が
望
ま
れ
る
尾
根
道

の
左
側
に

「
四
丁
」
と
だ
け
刻
ま
れ
た
小
さ
な
丁
石
が
あ
る
。

五
七
　
五
丁
石

現
在
地
　
箕
面
二
丁
目

四
丁
石
か
ら
さ
ら
に
上
り
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
の
手
前
の
道

の
左
側
、
木
の
根
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
し
て

「
五
丁
」
と
刻
ま

れ
た
同
じ
よ
う
な
丁
石
が
あ
る
。

-86-

準 15,3引



高山道

五
八
　
八
丁
石

ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
を
横
切
り
箕
面
山
荘
の
方
へ
上
る
山
道
か

ら
少
し
右
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
に

「八
丁
」
の
細
長
い
丁
石
が
建

て
て
あ
る
。
こ
の
脇
道
は

一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
で
行
止
り
に

な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
丁
石
は
も
と
か
ら
こ
こ
に
あ
っ
た
も

の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

辟 15引

-87-



九
　
勝
尾
寺
～
箕
面
道

勝
尾
寺
境
内
に

「滝
ご
し
中
山
寺
」
と
い
う
案
内
の
道
標
が

あ
る
。
勝
尾
寺
よ
り
箕
面
川
に
そ
っ
て
滝
に
至
り
、
瀧
安
寺
に

詣
で
て
中
山
寺
へ
向
う
道
で
、
今
は
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
が
走
り
、

車
で
参
詣
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
営
林
署
の
あ
る
辺
り
は
、
敷
地
内
に
勝
尾
寺
領
の
膀
示

石
蔵
が
あ
り
、
ダ
ム
建
設
で
中
断
し
て
し
ま
っ
た
高
山
道
と
の

分
岐
点
で
あ
る
。
昔
、
恋
の
も
つ
れ
で
殺
さ
れ
た
高
山
村
の
娘

を
憐
れ
ん
で
、
い
つ
と
は
な
し
に
村
人
が
政
の
坂
と
よ
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
付
近
に
は
、
川
岸
に
馬
頭
観
音
像
を
刻
ん
だ
道

標
が
あ
る
が
、
そ
の
向
い
に
政
の
茶
屋
と
よ
ば
れ
、
旅
人
に
親

し
ま
れ
た
茶
店
が
あ
っ
た
。
美
し
い
山
々
、
渓
谷
を
縫
っ
て
下
っ

て
い
く
と
大
滝
の
し
ぶ
き
の
音
が
聞
え
る
。

滝
道
に
下
り
箕
の
形
を
し
て
い
る
と
も
云
う
滝
を
賞
で
、
踵

を
か
え
し
て
谷
川
に
そ
っ
た
道
を
南
に
下
る
。
新
緑
、
紅
葉
と

清
流
ゅ
折
り
な
す
景
観
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
巨
岩
な
ど
を
観
賞

し
な
が
ら
聖
の
住
所
と
歌
わ
れ
た
瀧
安
寺

（箕
面
寺
）
を
通
り

過
ぎ

一
の
橋
を
渡
る
と
、
商
店
が
軒
を
連
ね
る
道
筋
と
歓
喜
天

勝尾寺～箕面道

,七志ゼ′,鶴

χ

Q鵡価トラ
"717-Vう

典粕 襲 勤転

眠



勝尾寺～箕面道

霊
場
の
道
標
の
立

つ
坂
道
と
に
分
か
れ
る
。
か

つ
て
は
左
に
道

を
と
り
、
西
江
寺
を
経
て
中
の
坂
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
が
明

治
四
十
二
年
二
月
十
日
に
阪
急
電
車
が
開
通
し
、
生
産
物
店
で

賑
う
道
筋
が
で
き
た
。

五
九
　
政
の
茶
屋
の
道
じ
る
べ

排
気
ガ
ス
や
ほ
こ
り
を
か
ぶ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
影
に
身

を
ひ
そ
め
る
よ
う
に
立

っ
て
い
る
。
倒
れ
ん
ば
か
り
に
傾
い
て

い
る
こ
の
道
標
は
頭
の
上
に
馬
頭
を
い
た
だ
い
た
観
音
菩
薩
の

坐
像
が
浮
き
刻
り
に
し
て
あ
り
、
川
に
そ
っ
て
上
れ
ば
勝
尾
歳

下
れ
ば
箕
面
で
あ
る
と
案
内
し
て
あ
る
。
馬
頭
観
音
は
憤
怒
相

で
、
馬
に
乗

っ
て
外
敵
を
け
ち
ら
し
、
悪
に
向
う
善
の
怒
り
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
。

馬
と
縁
の
深
か

っ
た
道
の
往
来
と
観
音
霊
場
の
案
内
に
、
道

中
の
守
り
を
願

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

わ
う
″
―

-25-
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勝尾寺～箕面道
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勝尾寺～箕面道

六
〇
　
一二
宝
荒
神
参
道
の
道
し
る
べ

ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
よ
り
滝

道
に
下
り
た
所
に
大
き
な
道

標
が
立

っ
て
い
る
。
三
宝
荒
　
面

神
は

一
般
に
か
ま
ど
の
神
と
　
正

し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
勝

尾
寺
で
は
本
堂
の
西
側
に
堂

が
あ
る
。
勝
尾
寺

へ
の
道
を

わ
ざ
わ
ざ
荒
神
参
道
と
案
内

し
て
あ
る
の
は
、
願
主
が
食
　
右

物
を
商
う
人

で
あ
ろ
う
か
。

新
し
く
は
あ
る
が
、
建
立
者

の
信
仰
心
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

現
在
地
　
箕
面
公
園

ロ

寿ヽ

多
Ｘ
”″

ザ丘
夜
本
金
沖
孟
ι

一異

％
力
十
ュ
鼻

ュ
珂
考
君

ａ

叛

と

大
軟
ヤ

邦

３

■

運

燃

七

-22-
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勝尾寺～箕面道

一ハ
一
　

一
丁
目
石

現
在
地
　
箕
面
公
園

滝
壺
よ
り
滝
道
を

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下

っ
た
茶
店
の
向

い
側
に

一
丁
目
と
刻
ま
れ
た
小
さ
な
角
柱
が
あ
る
。
通
称
箕
面

の
滝
は
雌
滝
と
も
よ
ば
れ
、
少
し
上
流
に
小
さ
い
雄
滝
が
あ
る
。

役
行
者
が
こ
の
大
滝
の
滝
面
が
箕
に
似
て
い
る
の
で
、
建
立
し

た
伽
藍
を
箕
面
寺
と
号
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
滝
は
麓
の
里
か
ら

十
八
丁
と
箕
面
寺
秘
密
縁
起
に
あ
る
。
但
し
丁
石
は
新
し
い
も

の
で
あ
る
。

不
―
―
―
―
―
１

５２

‐
‐
‐

―
―

―
）

卜 14¶
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勝尾寺～箕面道

工全
一　
箕
面
公
園
の
道
し
る
ベ
現
在
地
　
箕
面
公
園

雄
大
な
滝
を
目
の
前
に
し
た
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー

ヘ
の
坂
道
の
登
り
口
に
立

っ
て
い
る
。
勝
尾
寺
ま
で

三
十
三
丁
と

一
里
弱
の
道
程
を
表
示
し
、
左
面
に
大

阪
心
斉
橋
の
え
り
徳
と
施
主
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

え
り
徳
と
は
、
和
服
の
半
衿
の
老
舗
で
主
人
の
村
田

徳
松
と
い
う
人
が
建
立
し
た
。

-93-

-22-
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勝尾寺～箕面道

六
一一一　
六
丁
目
石

現
在
地
　
箕
面
公
園

滝
道
を
下

っ
て
い
く
と
右
手
の
山
側
か
ら
左
手
の
川

へ
細
い

谷
川
が
落
ち
る
所
に
長
左
衛
門
谷
の
標
識
が
立

っ
て
い
る
。
付

近
は
落
石
予
防
の
た
め
崖
を
金
網
で
覆

っ
て
い
る
の
で
わ
か
り

に
く
い
が
、
そ
の
す
そ
に
六
丁
目
の
小
さ
な
丁
石
が
あ
る
。

辟 12〕
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勝尾寺～箕面道

六
四
　
西
江
寺
の
道
じ
る
べ

現
在
地
　
箕
面
公
園

滝
道
を
下

っ
て
一
の
橋
を
渡
る
と
道
は
二

叉
に
分
れ
る
。
右
手
は
み
や
げ
物
店
が
並
ぶ

観
光
通
り
、
左
手
は

「歓
喜
天
出
現
霊
場
左

萱
町
」
と
案
内
さ
れ
る
坂
道
で
あ
る
。

歓
喜
天
出
現
霊
場
と
は
現
西
江
寺
で
役
行

者
が
草
庵
を
結
び
修
行
を
し
て
い
た
折
に
歓

喜
天
が
出
現
し
て
励
ま
し
た
と
伝
え
ら
れ
箕

面
聖
天
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
寺
で
あ
る
。

正面

舞

教
み
′入
み
え
ヱ
巧

ガ
イ
-27-
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勝尾寺～箕面道

六
五
　
箕
面
駅
前
の
道
じ
る
ベ
現
在
地
　
箕
面

一
丁
目
九

阪
急
箕
面
駅
前
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
滝
道

へ
向
う
右
側

い
る
。

に
南
向
き
に
立

っ
て

高
さ
は
台
座
を
含
め
る
と
お
よ
そ
二
五
〇
セ
ン
チ
程
、
巾
五

六
セ
ン
チ
の
大
き
な
石
標
で
、
大
歓
喜
天
出
現
霊
場
の
案
内
の

横
に
小
さ
く

「
是
ヨ
リ
三
町
」
と
西
江
寺

へ
の
道
の
り
を
示
し

て
い
る
。
建
立
さ
れ
た
明
治
四
十
五
年
は
阪
急
電
車
が
開
通
し

た
二
年
後
で
、
当
初
は
箕
面
駅
が

ロ
ー
タ
リ
ー
に
な

っ
て
い
た

そ
う
で
あ
り
、
近
年
の
駅
前
開
発
な
ど
も
あ

っ
て
位
置
は
当
時

と
い
く
ら
か
変
わ

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
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萱野～箕面道

一
〇
　
萱
野
～
箕
面
道

西
国
街
道
を
東
か
ら
歩
い
て
行
く
と
西
宿
で
国
道

一
七

一
号

が
分
断
し
街
道
は
木
戸
ケ
池
に
そ
っ
て
南
側
を
通
り
新
御
堂
筋

線
に
で
る
。
こ
の
辺
り
に
現
在
箕
面
市
農
協
）
旧
萱
野
農
協
の

敷
地
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
箕
面
山
の
道
標
が
あ
っ
た
。

即
ち
萱
野
小
学
校
の
東
側
か
ら
箕
面
寺

（瀧
安
寺
）
へ
向
う

道
が
街
道
か
ら
分
か
れ
て
北
西
に
の
び
る
。
幼
稚
園
の
北
で
左

折
し
、
新
池
の
南
、
曲
り
池
の
北
を
通
っ
て
第
二
中
学
校
か
ら

箕
面
地
域
に
入
る
。
右
の
人
家
の
塀
の
中
に
半
分
隠
れ
た
道
標

が
目
に
入
れ
ば
す
ぐ
に
巡
礼
道
と
合
す
る
。
巡
礼
道
は
ま
っ
す

ぐ
西
へ
向
い
、
箕
面
の
中
心
地

・
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
南
側
を
通
っ

て
新
稲
に
向
う
が
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
角
で
牧
落
よ
り
北
上
し
て

く
る
箕
面
参
り
の
道
と
交
叉
す
る
の
で
、
右
折
し
て
北
へ
向
う

と
中
の
坂
か
ら
西
江
寺
、
瀧
安
寺
に
至
る
。

又
、
途
中
北
向
き
地
蔵
を
通
り
過
ぎ
た
三
叉
路
で
右
手
の
道

を
北
西
に
と
る
と
、
桜
通
り

・
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
を
渡

っ
て
西

へ
行
き
、
同
じ
中
の
坂
に
至
る
近
道
で
あ
る
。

阪
急
箕
面
駅
よ
り
滝
道
に
入
る
角
に
萱
野
三
平
書
跡
の
道
標

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
の
坂
か
ら
こ
の
道
を
逆
に
た
ど
る
案
内

で
あ
り
、
西
国
街
道
旧
萱
野
邸
の
付
近
に
こ
の
道
標
と
対
を
な

す
三
平
の
墓
を
示
す
道
標
が
あ
る
。



萱野～箕面道

キ全
〈
　
箕
面
山
へ
の
遺
し
る
べ
現
在
地
　
萱
野
四
丁
目
三

国
道

一
七

一
号
と
新
御
堂
筋
線
と
の
交
叉
点
西
南
角
に
あ
る

箕
面
市
農
協

（旧
萱
野
農
協
）
敷
地
内
の
築
山
に
道
し
る
べ
が

立

っ
て
い
る
。

も
と
は
萱
野
小
学
校
東
側
、
西
国
街
道
か
ら
箕
面
に
向
う
三

叉
路
に
あ
っ
た
が
、
新
御
堂
筋
線
建
設
の
た
め
現
在
地
に
移
さ

れ
た
も
の
で
寛
文
十
二
年

（
一
六
七
三
）
の
銘
が
あ
り
、
勝
尾

寺
参
道
の
町
石
五
輪
塔
婆
を
除
く
と
市
内
で
は
銘
の
あ
る
最
古

の
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
東
面
に
は
こ
れ
よ
り

一
六
八
年
後
の
天
保
十

一
年

（
一
八
四
〇
）
に
京
都
の
中
本
氏
が
追
善
供
養
を
行

っ
た
と
刻

ん
で
あ
る
。
下
部
の
字
が
判
読
で
き
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な

わ
け
で
現
存
の
石
標
に
わ
ざ
わ
ざ
追
刻
さ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な

い
。

〓
暑
鶏

-31-     -31-

ん

Λ

ッ

徽
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萱野～箕面道
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萱野～箕面道

六
七
　
一爪
・
み
の
を
の
道
じ
る
べ現
在
地
　
箕
面
四
丁
目
四

箕
面
に
入
り
北
西
に
の
び
る
旧
道
を
行
く
と
、
巡
礼
道
に
合

す
る
右
角
の
人
家
の
塀
の
中
に
、
半
ば
隠
れ
る
よ
う
に
道
標
が

立

っ
て
い
る
。
外
か
ら
は
ほ
ん
の
側
面
し
か
見
え
な
い
が
、
京

都
と
箕
面
の
方
向
を
示
す
道
標
で
あ
る
。

願
主
の
名
も
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

埋
め
ら
れ
て
不
明
で
あ
る
。

６５

辟 18〕        -18→

（箕
面
山

へ
の
道
し
る
べ
）

（京

。
み
の
を
の
道
し
る
べ
）
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萱野～箕面道

六
八
　
萱
野
三
平
奮
跡
へ
の
道
じ
る
べ

現
在
地
　
箕
面

一
丁
目
八

．

阪
急
箕
面
駅
で
下
車
、
滝
道
を
の
ば
り
は
じ
め
る
右
側
に
、

義
士
萱
野
三
平
書
跡
を
右
に
指
す
道
標
が
あ
る
。

こ
れ
は
阪
急
電
車
開
通
と
と
も
に
箕
面
散
策
の
人
達
の
た
め

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
右
に
向
う
と
す
ぐ
中
の
坂

の
道
標
が
あ
り
、
北
向
き
地
蔵
を
経
て
東
南

へ
、
坊
島
を
通

っ

て
西
国
街
道
ぞ
い
の
萱
野
邸
跡
に
至
る
。

牛 20.5-―引-20∋
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萱野～箕面道

六
九
　
萱
野
三
平
墓
の
道
し
る
べ
現
在
地
　
萱
野
三
丁
目

一
〇

西
国
街
道
の
芝
の
札
場
跡
の
下
に
、
萱
野
三
平
の
墓
と
刻
ま

れ
指
が
南
を
さ
す
道
標
が
立

っ
て
い
る
。

忠
と
孝
と
の
板
ば
さ
み
と
な
り
、
赤
穂
四
十
七
士
か
ら
悲
運

の
脱
落
者
と
な

っ
た
三
平
の
墓
は
、
こ
の
地
区
の
南
の
丘
陵
地

の
墓
地
に
あ

っ
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
の
都
市
計
画
の
開
発
に

よ
り
、
千
里
川
を

へ
だ
て
た
芝
共
同
墓
地

の
中

へ
移
さ
れ
た
。

こ
の
道
標
は
箕
面
駅
前
の
萱
野
邸
を
示
す
も
の
と
同
時
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

６３

‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
立

〔 16司 k――-23.5-

-102-



牧落～箕面道

一
一　
牧
落
～
箕
面
道

西
国
街
道
を
牧
落
札
場
跡
で
南
北
に
横
切

っ
て
い
る
の
が
箕

面
街
道
で
、
大
阪
か
ら
箕
面
寺

（瀧
安
寺
）
へ
の
最
短
距
離
の

道
で
あ
っ
た
。

札
場
跡
に
は
二
基
の
道
標
が
あ
る
が
、
こ
の
道
は
現
豊
中
市

曽
根
付
近
で
能
勢
街
道
か
ら
分
か
れ
山
田
街
道
を
横
断
し
て
ま
っ

す
ぐ
に
北
上
し
て
く
る
旧
道
で
、
道
ぞ
い
に

「
み
の
を
」
を
示

す
何
基
か
の
道
標
に
出
会
う
。

西
国
街
道
か
ら
瀧
安
寺
に
向
う
と
箕
面
商
店
街
の
途
中
、
巡

礼
道
と
交
叉
す
る
右
角
に
建

つ
サ
ン
プ
ラ
ザ

一
号
館
の
入
口
に

牧
の
荘
の
標
石
と
巡
礼
道
の
道
標
が
あ
る
。
左
手
に
阪
急
箕
面

駅
を
見
て
中
の
坂
と
呼
ば
れ
る
急
坂
を
登
り
始
め
る
と
用
水
の

畔
に
角
柱
の
道
標
が
あ
る
。
そ
の
先
右
手
の
鳥
居
は
箕
面
聖
天

と
呼
ば
れ
て
い
る
現
在
は
墓
一一一星
ボ
の
西
江
寺
で
、
そ
の
前
を
通
っ

て
下
り
坂
に
入
る
と

一
の
橋
に
至
る
。
こ
れ
が
本
来
の
箕
面
参

道
で
、
箕
面
駅
よ
り

一
の
橋
ま
で
の
賑
や
か
な
通
り
は
阪
急
電

車
が
開
通
し
た
後
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
橋
か
ら
川
に
そ
っ
て
滝
道
を
上
る
と
、
京
都
御
所
よ
り

移
築
し
た
と
い
う
大
き
な
門
を
く
ぐ
り
瀧
安
寺
境
内
に
入
る
。

如
意
輪
観
音
堂
、
弁
財
天
堂
等
を
拝
ん
で
境
内
を
通
り
抜
け
て

い
く
の
が
旧
来
の
道
で
、
朱
の
橋
を
く
ぐ
る
川
に
そ
っ
た
道
は
、

こ
れ
も
後
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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牧落～箕面道

片

駒

が鉗
Ｔ

２

夜
守

ま

ど

き

紹

球

劉憚堪
′ぐ

知菩踊 3蝸

平

T可知瑚筑
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牧落～箕面道

七
〇
　
み
の
を
み
ち
の
道
し
る
べ
現
在
地
　
牧
落
二
丁
目

一
四

昔
、
村
民
に
種
々
の

「
お
達
し
」
を
知
ら
せ
た
札
場
跡
が
、

西
国
街
道
と
箕
面
街
道
の
交
叉
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
こ
に
二
基
の
道
標
が
あ
る
が
、
箕
面
街
道
に
面
し
て
立

つ

道
標
に
は
建
立
年
月
と
施
主
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

□
□
庚
子
年
十
月
の
二
字
目
の
字
画
か
ら
享
保
五
年

（
一
七
二

〇
）
と
推
測
で
き
る
。
又
、
施
主
の
吉
文
字
屋
利
兵
工
は
、
こ

こ
か
ら
街
道
を
ま
っ
す
ぐ
南
に
行

っ
た
豊
中
市
春
日
町
二
丁
目

の
人
家
の
角
に
生
垣
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
立

っ
て
い
る
道
標

と
同
じ
名
で
あ
る
。

-21ヨ      ト
「
16.5-引

正面     右
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牧落～箕面道

左

貯 23.5引     -23-
正面      右
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牧落～箕面道

七

一　
天
神
道
の
道
じ
る
べ
現
在
地
　
牧
落
二
丁
目

一
四

牧
落
札
場
跡
の
西
国
街
道
側
に
建

っ
て
い
る
。

こ
の
道
標
に
は
南
を
指
す
手
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

「大
坂
天

神
」
「
服
部
天
神
」
と
共
に

「
刀
根
山
御
坊
」
と
し
て
有
名
な

常
楽
寺
へ
の
道
筋
と
道
程
を
示
し
て
い
る
。

施
主
は
こ
の
村
の
門
徒
で
あ
り
、
箕
面
街
道
を
桜
井
谷
か
ら

西

へ
折
れ
て
刀
根
山

へ
、
又
、
ま

っ
す
ぐ
南
下
し
て
南
桜
塚
あ

た
り
で
能
勢
街
道
に
で
て
服
部
、
大
阪

へ
向
う
天
神
参
り
の
道

で
も
あ

っ
た
。
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牧落～箕面道

七
三
　
分
水
石

現
在
地
　
箕
面
六
丁
目
三

箕
面
川
か
ら
灌
漑
用
に
引
い
た
小
川
が
、
サ
ン
プ
ラ
ザ

一
号
館

の
南
西
角
で
二
方
に
分
か
れ
る
。
旧
平
尾
よ
り
ま
っ
す
ぐ
南
に

西
小
路
、
牧
落
へ
流
れ
る
水
路
と
、
東
へ
折
れ
て
芦
原
池
へ
流

れ
る
水
路
で
あ
る
。
そ
の
分
岐
点
の
流
れ
の
真
中
に
三
角
形
を

し
た
大
小
二
個
の
自
然
石
が
あ
っ
た
。

大
き
い
方
は
分
水
石
と
呼
ば
れ
る
牧
の
荘
の
標
石
で
小
さ
い

方
は
中
山
寺
へ
の
道
標
で
あ
る
。

こ
の
分
水
石
は
、
当
時
こ
の
地
方
を
治
め
て
い
た
青
木
氏
の

許
可
を
得
て
、
平
尾

（箕
面
）
の
代
官
寺
井
新
十
郎
が
安
永
八

年

（
一
七
七
九
）
に
建
て
た
も
の
で
、
牧
の
荘

（平
尾

・
西
小

路

・
牧
落

・
桜
）
の
四
至

（東
西
南
北
）
を
示
す
標
石
で
あ
る

と
共
に
、
京
都

・
大
阪

・
池
田
の
方
向
と
里
程
を
示
し
て
い
る
。

な
お
箕
面
市
内
の
道
標
に
刻
ま
れ
て
い
る

「大
坂
」
と
い
う

文
字
は
す
べ
て
土
偏
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ヨ
ザ
ト
偏
の
阪
で

「大
阪
」
と
記
し
て
あ
る
。

こ
の
標
石
は
昭
和
五
二
年

一
〇
月
に
箕
面
駅
前
、
市
街
地
再

開
発
ビ
ル
建
設
の
た
め
、
撤
去
さ
れ
現
在
地
に
移
さ
れ
て
い
る
。



牧落～箕面道

＼
　
　
　
　
泉

久
子
■
宏
す
ヱ

狼
持
俸

踏
理
靭
墓

詢
去
朱
族
囲
ス
Ｌ

紀
モ字
え

角
え
ぇ
函
撮
代
を
た

孝
宏
ア
キ
升
新
す
ａ
円
朗
四
え

た
一基
鰺
翔
ュ
怪
日
図
□

行

日
紀
て
子
入
入
牛
ち
ロ
ヱ
Ｅ
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牧落～箕面道

七
三
　
中
の
坂
の
道
し
る
べ

現
在
地
　
箕
面

一
丁
目
九

阪
急
箕
面
駅
か
ら
東

へ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
に
北

ヘ

向

っ
て
中
の
坂
と
呼
ば
れ
る
急
な
坂
道
が
あ
る
。
こ
の
坂
の
上

り
回
の
水
路
の
ほ
と
り
に
角
柱
の
道
標
が
立

っ
て
い
る
。

こ
の
場
所
は
、
萱
野
方
面
か
ら
瀧
安
寺

へ
、
大
阪
方
面
か
ら

瀧
安
寺

。
勝
尾
寺

へ
、
そ
し
て
中
山
寺

へ
と
向
う
交
叉
点
で
あ

玄や
。

道
標
は
江
戸
後
期
に
勝
尾
寺
で
念
仏
を
説
い
て
い
た
徳
本
上

人
の
六
字
名
号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
四
面
に
そ
れ
ぞ
れ
、　
コ
八
・

大
阪

・
中
山

・
み
の
を
」
の
方
向
を
丁
寧
に
示
し
て
い
る
。

-110-



牧落～箕面道

辟 25-

-111-

牛 25-



半町～箕面道

一
二
　
半
町
～
箕
面
道

西
国
街
道
の
瀬
川

・
半
町
立
会
駅
よ
り
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
東
に
半
町
会
館
が
あ
り
、
向
い
側
に
北
へ
向
う
細
道
が
あ
る
。

こ
の
道
を
北
東
に
た
ど
り
南
小
学
校
の
校
庭
に
そ

っ
て
ま
わ

る
と
桜
の
旧
村
内
に
入
る
。
桜
の
交
叉
点
を
斜
め
に
横
断
し
、

保
育
所
の
前
を
通

っ
て
阪
急
電
車
の
踏
切
を
越
え
西
小
路
に
入

る
と
、
西
国
街
道
か
ら
箕
面
瀧
安
寺
に
向
う
箕
面
街
道
と
合
す

る
。
か

つ
て
、
伊
丹
、
尼
崎
等
、
西
の
方
か
ら
の
参
詣
客
が
行

き
か

っ
た
こ
の
道
を
桜
、
半
町
の
人
々
は
箕
面
参
り
の
道
と
今

も
よ
ん
で
い
る
。

桜
の
旧
家
中
井
家
で
は
参
詣
客
で
賑
う
頃
に
は
い
つ
も
門
を

開
け
放
ち
、
邸
内
に
赤
い
毛
艶
を
か
け
た
床
几
を
並
べ
て
湯
茶

の
接
待
を
し
て
喜
ば
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

マンラg/・
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半町～箕面道

七
四
　
箕
面
参
り
の
道
し
る
べ

現
在
地
　
桜
四
丁
目
五

中
井
家
邸
内
北
庭
に
保
存
さ
れ
て
い
る
道
標
で
あ
る
。

南
面
に

「右
い
た
み
」
東
面
に

「左
み
の
を
」
西
面
に

「左

大
坂
」
と
あ
る
。

半
町
よ
り
箕
面

へ
向
う
旧
道
は
中
井
家
の
長
屋
門
に
そ

っ
て

南
側
よ
り
左
折
す
る
。

こ
の
道
標
は
そ
の
南
の
Ｔ
字
路
の
西
南
角
に
現
南
面
を
北
に

向
け
て
立

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

下
―
―
―
―
―
１

５４

‐
‐
‐
‐
‐
土

左　【閉閉日閉囚日閉幽日日出〕碑

正面

k‐ 15.5=琳       k-12=引
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半町～箕面道

七
五
　
桜
の
道
じ
る
べ

現
在
地
　
桜
四
丁
目
五

中
井
家
の
南
庭
に
保
存
さ
れ
て
い
る
道
標
で
あ
る
。

五
〇
セ
ン
チ
に
も
足
り
な
い
小
さ
な
も
の
で
文
字
は
表
面
の

み
で
あ
る
。
も
と
は
Ｔ
字
路
の
東
側
に
西
向
き
に
立

っ
て
い
た

も
の
で
、
道
路
整
備
の
際
に
引
き
抜
か
れ
て
放
置
さ
れ
て
い
た

の
を
保
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

や12引 κ-16.5引
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粟生間谷～茨木佐保道

一
〓
一　
栗
生
間
谷
～
茨
木
佐
保
道

間
谷
本
成
寺
の
裏
庭
に
、
「
佐
甫

。
国
見
」

へ
の
道
標
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。

寺
の
背
後

一
帯
が
大
規
模
な
住
宅
地
に
開
発
さ
れ
、
旧
道
を

確
か
め
る
こ
と
は
不
可
能
に
な

っ
た
。

地
図
で
は
茨
木
の
宿
久
庄
か
ら
北
上
し
て
佐
保
に
向
う
道
が

谷
ぞ
い
に
な
る
辺
り
で
、
間
谷
山
の
日
か
ら
来
る
道
が
合
流
し

て
い
る
。

地
元
の
人
の
話
で
は
、
本
成
寺
の
門
前
を
東

へ
、
池
を
め
ぐ
っ

て
北
に
向
い
、
団
地
内
か
ら
山
間
を
東
北

へ
ぬ
け
て
粟
生
岩
阪

へ
向
う
道
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
地
図
に
よ
る
と

法
泉
寺
の
門
前
を
北
東
に
向

っ
て
現
団
地
内
を
通
り
、
山
間
に

入
る
道
が
あ
る
。

佐
保
も
国
見
も
新
旧
の
亀
岡
街
道
に
そ

っ
て
あ
る
集
落

で
、

粟
生
間
谷
よ
り
山
間
の
道
を
た
ど
り
こ
の
街
道
を
利
用
す
れ
ば
、

亀
岡
、
丹
波
方
面

へ
の
最
短

コ
ー
ス
に
な
る
。

私撃警

至侮侯

+
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七
六
　
佐
甫

・
国
見
道
の
道
じ
る
べ

現
在
地
　
粟
生
間
谷
東
五
丁
ロ
二

一

「左
　
佐
甫
　
国
見
」
「右
　
山
」
と
草
書
体
で
書
か
れ
、
正

面
だ
け
を
整
え
た
板
碑
の
よ
う
な
道
標
で
あ
る
。
住
宅
地
開
発

の
た
め
も
と
の
位
置
は
ま

っ
た
く
わ
か
ら
な
い
が
、
山
ま
た
山

の
道
筋
ゆ
え
、
貴
重
な
案
内
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「佐
甫
」

は
茨
木
の
佐
保
の
こ
と
で
あ
る
。

粟生間谷～茨木佐保道

漁f10-タ      ー 235→
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久安寺～亀岡道

一
四
　
久
安
寺
～
亀
岡
道

止
々
呂
美
の
中
心
を
走
る
国
道
四
二
三
号
は
、
池
田
市
の
木

部
か
ら
久
安
寺
の
門
前
を
通
り
、
余
野
川
沿
い
に
北
へ
向
い
豊

能
町
で
亀
岡
街
道
と
合
す
る
。

今
は
丹
波
方
面
か
ら
の
幹
線
道
路
の
一
つ
と
し
て
、
ト
ラ
ッ

ク
、
ダ
ン
プ
カ
ー
等
の
往
来
が
頻
繁
で
あ
る
が
、
か
つ
て
の
旧

道
は
、
久
安
寺
付
近
よ
り
伏
尾
の
東
側
の
山
腹
を
縫
い
下
止
々

呂
美
に
至
る
。
急
坂
も
多
く
、
荷
車
の
利
用
も
出
来
ず
、
牛
の

背
が
唯

一
の
運
搬
手
段
で
あ
っ
た
幅

一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

山
道
で
あ
っ
た
。
止
々
呂
美
村
誌
に
よ
れ
ば
、
こ
の
道
も
亀
岡

街
道
と
よ
ん
で
い
る
。

上
、
下
止
々
呂
美
の
村
民
は
こ
の
悪
条
件
を
改
良
す
る
た
め
、

明
治

一
三
年
以
来
、
東
能
勢
村
民

（現
豊
能
町
）
の
協
力
を
え

て
余
野
川
に
沿

っ
た
約
ニ
キ
ロ
の
新
道
を
開
き
、
同
じ
く

一
六

年

一
一
月
と
二

一
年
五
月
の
工
事
で
現
国
道
の
基
と
な
る
四
キ

ロ
が
明
治
二
三
年
に
完
成
し
た
。

止くと美1中半校

;輯法の燕紫働□起公囲

lkl日
叢宝肺
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久安寺～亀岡道

七
七
　
池
田
道
の
道
し
る
べ
現
在
地
　
下
止
々
呂
美

一
〇
〇
七

下
止
々
呂
美
バ
ス
停
か
ら
山
側
へ
約
四
〇
米
入
っ
た
岡
田
家

の
庭
内
に
、
移
転
の
日
時
、
事
情
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治

十
三
年
建
立
の
道
供
養
を
兼
ね
た
道
標
が
あ
る
。
新
道
開
設
着

工
に
際
し
工
事
の
安
全
と
完
成
を
願

っ
て
の
道
供
養
と
、
竣
工

ま
で
の
池
田
へ
の
道
を
通
行
者
に
案
内
す
る
た
め
の
道
標
と
を

兼
ね
た
碑
を
建
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

尚
旧
亀
岡
街
道
に
は
池
田
市
域
に

「右
久
安
寺
」
の
道
標
が

あ
る
。
そ
の
前
に
、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
に
建
立
さ
れ
た

「六
字
名
号
」
と
多
数
の
戒
名
を
刻
ん
だ
道
供
養
碑
が
あ
り
、

同
じ
明
和
六
年
に
同
街
道
の
下
止
々
呂
美
字
地
蔵
に
あ
る
地
蔵

立
像
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

る
と
承
奈
」-31- -31→
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その他

一
五
　
そ
の
他
の
道
し
る
べ

現
在
、
個
人
の
所
有
と
な

っ
て
い
る
も
の
で
旧
位
置
が
全
く

わ
か
ら
な
い
も
の
が
何
基
か
あ
る
。
庭
園
の
飾
り
と
な

っ
て
い

る
も
の
、
或
は
全
く
道
し
る
べ
の
意
義
を
失

っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
記
録
の
た
め
集
録
し
て
お
く
。

七
八
　
一爪
道

。
た
ん
ば
道
の
道
し
る
べ

現
在
地
　
萱
野
三
丁
目
五

千
里
川
改
修
工
事
の
時
発
見
さ
れ
た
と
い
う
道
標
が
田
中
邸

の
庭
に
あ
る
。

「左
か
ち
を
う
じ
」
「
右
そ
う
ぢ
じ
　
一爪
み
ち
」
と
い
う
刻
銘

か
ら
み
て
巡
礼
道
に
立

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
追
刻
の

「
た
ん
ば
道
」
か
ら
、
ど
の
場
所
に
あ

っ
た
の
か
判
断
し
か
ね

ＺＯ
。

６８

‐
‐

‐

‐

‐

―

―

―

立

雨合日円日円周脚幽
一
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その他

七
九
　
池
田
・
勝
尾
寺
の
道
し
る
べ

現
在
地
　
牧
落
二
丁
目

一
四

牧
野
邸
内
に
あ
る
。
自
然
石
の
表
面
の
み
を
削

っ
て
刻
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
旧
位
置
は
箕
面
市
内
に
は
違
い
な
い
が
不
明
で

あ
る
。

セ
々

か
ち
ね
ち

-55-    k■

-17-―桝
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その他

八
〇
　
亀
岡

・
ふ
く
す
み
へ
の
道
し
る
べ

現
在
地
　
牧
落

一
丁
目

一
七

中
井
邸
内
表
庭
に
立

っ
て
い
る
。

福
住
は
、
篠
山
町
の
東
南
に
な
り
、
能
勢
町
に
は
、
さ
さ
や

ま
、
ふ
く
す
み
を
案
内
す
る
道
標
が
何
基
か
あ
る
。

|← 12→
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その他

八

一　
大
津
道
の
道
し
る
べ
現
在
地
　
箕
面
公
園
瀧
安
寺
墓
地

瀧
安
寺
の
墓
地
入
口
に
立

っ
て
い
る
。
聖
護
院
と
ゆ
か
り
の

あ
る
寺
で
、
山
門
も
京
都
御
所
よ
り
移
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
か
に
ま
ぎ
れ
て
こ
の
地
ま
で
移
動
し
て

き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
京
都

・
東
山
山
麓
の
ど
こ
か
に
立

っ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

k―-22.5-―引      k―-22.5-― >
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資

料

鎌
倉
時
代

江
戸
時
代

勝
尾
寺
参
道
町
石

一
覧
表

下
乗
石

一
町

二
町

三
町

四
町

五
町

六
町

七
町

左  正

町
　
石

覇辞も想喪彰能てυ←協k
梵
　
字

バ
ン

ウ

ー

ン

タ

ラ

ー

ク

バ
ン

キ
リ
ー
ク

ア

ク

ウ

ー

ン

タ

ラ

ー

ク

キ

リ

ー

ク

大
日
如
来

阿
閃
如
来

宝
生
如
来

大
日
如
来

阿
弥
陀
如
来

不
空
成
就
如
来

阿
閥
如
来

宝
生
如
来

阿
弥
陀
如
来

尊
　
名

（箕
面
市
史
に
よ
る
）

十
町
町
石

発
梵

字

コ

ク

金
剛
愛
菩
薩
、
金
剛
鈴
菩
薩
、
金
剛
嬉
菩
薩

尊

名
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ウ
ツ
ギ
谷
下
池

十
七
町

十
九
町

二
十
二
町

二
十
三
町

二
十
六
町

二
十
七
町

二
十
八
町

二
十
町

三
十
二
町

三
十
四
町

三
十
五
町

二
十
六
町

寄
進
標
石

町

石

盈
粂一て′汽

レ
Ｋ澄
ヘ
旋負ビ食滋ン／

ｔ
冬慧

梵

字

ア

ン

キ

リ

ー

ク

ラ

ン
キ
ャ

（
ン
）

カ

ン

タ

ラ

タ

ギ

ー
ク

キ

リ
タ

オ

ン

アウ

ー

ン

バ
ン

コ

汚ク

タ

ラ

ー

ク

金
剛
光
菩
薩
、
普
賢
菩
薩

（胎
蔵
界
）

法
波
羅
密
菩
薩
、
阿
弥
陀
如
来
、
金
剛
法
菩
薩

金
剛
五
翌
口薩

金
剛
業
菩
薩

金
剛
護
菩
薩

金
剛
望
菩
薩

金
剛
歌
菩
薩

金
剛
舞
菩
薩

金
剛
花
菩
薩
、
金
剛
宝
菩
薩

大
日
如
来

（胎
蔵
界
）
宝
憧
如
来

（胎
蔵
界
）

金
剛
波
羅
密
菩
薩
、
阿
閃
如
来

金
剛
錬
菩
薩
、
金
剛
挙
書
薩
、
大
日
如
来

金
剛
愛
菩
薩
、
金
剛
嬉
菩
薩
、
金
剛
鈴
菩
薩

宝
生
如
来
、
宝
金
剛
菩
薩
、
宝
波
羅
密
菩
薩

文
殊
菩
薩

（胎
蔵
界
）

尊
　
名
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参

考

資

料

大
阪
府
全
誌

箕
面
市
史

大
阪
府
の
歴
史

箕
面
の
道
じ
る
べ

わ
が
ま
ち
茨
木

「道
標
編
」

梵
字
講
話

梵
字
手
帳
　
　
　
　
　
．

摂
津
名
所
図
絵

二
万
分
の
一
地
形
図

井
上
正
雄
者

箕
面
市
史
編
集
委
員
会

藤
本
篤
著

箕
面
市
教
育
委
員
会

茨
木
市
教
育
委
員
会

川
勝
政
太
郎
著

徳
山
暉
純
著

大
正
十

一
年

昭
和
三
十
八
年

昭
和
四
十
四
年

昭
和
五
十
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
六
十
二
年

大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部

明
治
十
八
年
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あ

と

が

き

平
成
元
年
六
月
本
書
を
作
成
す
る
為
の
最
初
の
実
地
調
査
が
、
故
笹
川
隆
平
前
会
長
を
中
心
に
箕
面
市
文
化
財
愛
好
会
々
員
の
有

志
が
集
ま

っ
て
開
始
さ
れ
た
。
同
年
十
月
会
長
の
急
逝
に
よ
り
、
そ
の
遺
志
を

つ
い
で
道
標
冊
子
の
作
成
委
員
会
を
結
成
し
二
年
余

に
わ
た
り
、
市
内
道
標
の
調
査
を
実
施
し
整
理
し
て
、
こ
の
度
漸
く

「箕
面
の
道
し
る
べ
」
を
発
刊
出
来
る
事
に
な

っ
た
。

昭
和
五
十
年
に
箕
面
市
教
育
委
員
会
が
、
文
化
財
調
査
報
告
第

一
集

「箕
面
の
道
し
る
べ
」
を
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
そ

れ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
勝
尾
寺
山
門
前
の
下
乗
町
石
塔
婆
は
山
門
改
築
工
事
の
関
係
で
、
未
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
写
真
撮
影

は
出
来
な
か

っ
た
。
ま
た
、
西
江
寺
裏
山
の

一
丁
石
は
失
わ
れ
て
発
見
出
来
な
か

っ
た
。
尚
、
箕
面
の
分
水
石
も
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

に
移
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
様
子
を
偲
ぶ
事
が
出
来
る
意
味
を
含
め
て
転
写
し
た
。

勝
尾
寺
表
参
道
の
町
石
の
う
ち
三
十
六
町
石
か
ら
十
町
石
迄
は
、
十
三
基
し
か
残

っ
て
お
ら
ず
、
中
で
も
二
十
六
町
石
と
二
十
八

町
石
は
順
序
が
逆
に
建
て
ら
れ
、
各
町
石
間
の
距
離
も
不
定
で
、
何
回
も
工
事
そ
の
他
の
関
係
で
移
転
さ
れ
た
ら
し
い
様
子
が
う
か

が
え
た
。
ま
た
、
地
元
の
人
の
話
を
聞
き
、
現
在
殆
ど
通
ら
れ
て
い
な
い
参
道
に
十
七
町
石

・
十
九
町
石
の
二
基
が
建
て
ら
れ
て
い

る
の
を
見

つ
け
た
の
は
今
回
の
収
穫
で
あ

っ
た
。

勝
尾
寺
境
内
の
道
標
も
勝
尾
寺
内
の
建
物
の
改
築
等
に
よ
り
、
場
所
を
移
し
て
置
か
れ
て
い
る
も
の

（箕
面

。
中
山

へ
の
道
し
る

べ
、　
一
丁
石
）
、
横
に
寝
か
し
て
置
か
れ
て
い
る
も
の

（歓
喜
天
道
の
道
し
る
べ
、
徳
本
寺
の
道
し
る
べ
、
光
明
院
谷

へ
の
道
し
る

べ
）
が
あ

っ
た
。

今
回
の
実
地
調
査
に
あ
た
り
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
お
陰
で
八
十

一
基
の
道
標
を
収
録
出
来
た
事
を
感
謝
し
て
い
る
。

箕
面
市
内
の
殆
ど
の
道
標
を
網
羅
し
た

つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
尚
、
見
落
と
し
て
い
る
事
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
も
皆
様
の

ご
指
摘
、
ご
指
導
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

道
標
は
時
代
の
変
遷
と
共
に
、
土
地
利
用
の
状
況
が
変
わ
り
、
道
路
交
通
、
産
業
、
社
寺

へ
の
信
仰
が
変
わ

っ
て
も
、
そ
の
時
代
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の
社
会
事
情
を
知
る
上
に
重
要
な
歴
史
資
料
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
道
標
を
、
今
後
と
も
貴
重
な
文
化
財
と
し
て

愛
護
保
存
し
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

本
書
作
成
に
つ
い
て
は
、
調
査
、
資
料
整
理

（写
真

・
実
測

・
拓
本
）
、
執
筆
、
編
集
を
、
池
永
征
子

・
池
長
弘

・
井
口
兌
郎

・

岡
田
昭
子

・
金
澤
緊
子

・
貴
田
昇

・
工
藤
和
子

。
熊
野
大
助

・
斎
藤
千
代
子

・
冨
谷
浩

・
豊
田
澄

・
畑

一
子

・
松
山
善

一
が
担
当
し

た
。本

書
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
緒
を
開
い
て
下
さ
っ
た
、
故
笹
川
隆
平
前
会
長
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
慎
ん
で
ご
霊
前
に
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
本
書
作
成
に
つ
い
て
、
島
田
竜
雄

（本
会
顧
問
）
小
島
隆
光

（勝
尾
寺
貫
主
）
諸
氏
の
ご
指
導
、
ご
助
言
を
頂
い
た
事
を
記

し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
物
心
両
面
に
亙
り
ご
指
導
ご
後
援
下
さ
っ
た
箕
面
市
教
育
委
員
会
に
厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。

平
成
三
年
十
二
月

箕
面
市
文
化
財
愛
好
会
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箕

面

の
道

し

る

べ

平
成
三
年
十
二
月
二
十
日
　
印
刷

平
成
三
年
十
二
月
二
十
日
　
発
行

編
集
者箕
面
市
文
化
財
愛
好
会

発
行
者箕
面
市
教
育
委
員
会

印
刷
西
村
印
刷
株
式
会
社

登録番号 3-13
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